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1. はじめに 

河川水辺の国勢調査［河川版］入出力システム操作マニュアル（以下「本マニュアル」）

では、河川水辺の国勢調査［河川版］入出力システム（以下「本システム」）の操作方法お

よび注意点等について示します。 

本マニュアルでは、まず、入出力システムの概要や動作要件等を示したのち、調査デー

タの入力手順、データチェックの手順等について説明します。 

 
－主な改訂履歴－ 

ver. 改訂日 更新内容、備考 

5.0.0 

（新システム初版） 

2025.10.10 Web 化された新しい入出力システム（ver 5.0）の

操作マニュアルとして初回公開 
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2. 入出力システム概要
2.1    システムの目的

本システムは、「平成 28 年度版 河川水辺の国勢調査 基本調査マニュアル［河川版］」に

準拠して全国で実施される河川水辺の国勢調査［河川版］の受注者である調査会社が、調査

結果データの入力、各種帳票の作成（※サブツール使用）、発注機関へのデータ提出を行うた

めのシステムです。 

本システムは、令和 7 年度よりより Web システムとなり、インターネットに接続された

PC 等の端末から、Web ブラウザを使用して入力を行います。入力したデータは、システム

のクラウド型データベースに保存されます。 

調査データの納品の際には、発注者による照査と承認が必要です。発注者によるデータ照

査と承認については、令和 6 年度までは入出力システムにて行っていましたが、令和 7 年度

より、別途河川管理者専用の「河川管理者公開システム」での実施となります。「河川管理者

公開システム」は、入出力システムの利用開始（アカウント発行）の際にも使用します。 
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2.2  本システムの機能概要 

本システムは、河川水辺の国勢調査データの入力・整理・提出の支援として、大きく以下

の３つの機能を提供します。各機能の詳細については、本マニュアルの４章以降を参照くだ

さい。 

(1) データの入力機能

調査結果データを入力し、入出力システム内のデータベースに格納する機能です。 

入力できるデータの種類としては、以下のものがあります。 

•調査地区名や確認個体数などの文字数値データ

•調査箇所の写真などの画像データ

•調査箇所の位置情報等の各種 GIS データ

（※複雑な GIS データは、原則外部 GIS ソフト等で作成して取込み）

また、一部のデータ項目については、システム外で作成したデータを所定のファイル形式

でシステムに取込む「インポート機能」を備えており、入力作業の効率化等に活用頂けます。 

・調査方法、調査結果等のデータ：Excel 形式の専用フォーマットで取り込み可

・前回調査データ：Excel 形式の専用フォーマットで取り込み可

・画像データ：Excel 形式の写真リストを取り込み、ドラッグ＆ドロップ操作によ

り画像ファイルを一括取り込み可 

・各種 GIS データ：別途河川環境情報地図ガイドラインを満たす GeoJSON 形式で取り込み

可

図 2-1 データ入力画面イメージ 

※注意：本システムにデータを入力後も、入力したデータは必ず作業者の PC に保

持頂くようお願いいたします（特に写真データについては、サブツールを使用して帳
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票ファイルを作成する際に、登録者の PC から所定のフォルダへのコピーが必要に

なります）。また、データのバックアップの意味合いも兼ね、後述の「登録用入力シ

ート（※Excel ファイル）」や「帳票出力 CSV エクスポート」の各機能を活用くださ

い。本システムでは、個別の調査のデータ損失に対する復旧対応が出来ません。 

(2) データのチェック機能

入力した調査結果データについて、種名チェックを実施します。 

また、納品前のデータチェックとして、全 3 種類の数量チェック、および全４種類の品質

チェックがあります。

図 2-2 種名チェック機能イメージ 
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図 2-3 納品前データチェック機能イメージ 
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(3) 各種様式の出力機能

入出力システムに入力したデータをもとに、別途オフラインのサブツールである「帳票サ

ブツール」を使用して、河川水辺の国勢調査 調査マニュアルに記載されている様式を出力す

ることが可能です。帳票サブツールを使用して作成可能な様式は、以下のとおりです。 

・事前調査様式：各調査項目 全様式

・現地調査様式：各調査項目 全様式

・考察様式：対象外（作成不可）※但し、帳票サブツール外で作成した様式を Web システ

ムにアップロード可能（PDF 化したものに限る）

様式の作成にあたっては、帳票サブツールのオフライン用ソフトウェア、および帳票サブ

ツールに取込む調査結果データを Web システムからダウンロードします。

図 2-4 帳票サブツール画面イメージ 
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2.3  本システムを使用した作業の流れ 

入出力システムへの調査結果の入力から、発注者への提出データ作成までの流れを以下に

示します。 

受注者は、調査業務を受注後、発注者より本システムを利用するためのアカウントを発注

者より受領し、調査結果データの入力作業を実施してください。 

調査結果の入力作業が終了したら、本システムに付属するデータチェック機能によりデー

タチェックを実施します。 

データチェックの結果が、全て問題無しの状態になった段階で、発注者向けに納品処理を

実行します。 

 

＜納品時に必要となるデータ＞ 

・調査結果の入力情報（システム画面から入力したデータ） 

・写真表や図面等の画像データ（入力作業時にシステムへアップロード） 

・GIS データ（システム画面上で作成、または外部 GIS ソフトで作成したファイ

ルをシステムへアップロード） 

・河川水辺の国勢調査 調査マニュアルに記載されている各種様式（帳票サブツー

ルで作成してシステムへアップロード） 

・業務報告書（業務全体の報告書の PDF ファイルをシステムへアップロード） 
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作業フロー 

調査結果データ入力 

 

発注者へのアカウント作成依頼 

マスタ・目録リストの確認と追加登録 

調査基本情報入力 

初期データ入力 

事前調査データ入力 

現地調査データ入力 

種名チェック 

結果とりまとめ入力 

データ集計 

GIS データ入力 

様式出力 

納品前データチェック 

データ修正 

未掲載種、未掲載異名登録 

発注者へ納品 

エラー有無？

無し 

有り 

様式、報告書アップロード 

担当技術者のメールアドレス追加 
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2.4  令和 7 年度新システムにおける変更点 

本システムは、令和７年度の新システムへの移行（ver. 4.8 ⇒ ver. 5.0）に伴い、従来

の ver. 4.x までのスタンドアロン版入出力システムから仕様・操作方法等が一部変更され

ています。新しい ver 5.x 以降の Web 版入出力システムにおける主な変更点について、以

下に示します。 

 

 令和 6年度までの入出力シス

テム（スタンドアロン版） 

令和 7年度以降の入出力システ

ム（Web システム） 

バージョン番号 ～ver 4.8 ver. 5.0～ 

利用形態 サーバを持たず、各利用者の

PC 端末上で動作 

ブラウザ上で動作、データはク

ラウドサーバで一元管理 

（※帳票作成のみ別途オフライ

ンのサブツールで実施） 

複数人による入力 不可（ネットワークストレー

ジによる共有も不可） 

可、ただし同時入力は不可（競

合のおそれがあるため） 

発注者へのデータ

提出 

データを出力し、CD 等にコピ

ーして納品 

システムの納品処理機能を使用

して納品（※業務報告書等、調

査データ以外の成果品の納品方

法は各調査業務にて協議決定） 

発注者によるデー

タ確認、承認・差

し戻し 

入出力システム内の発注者向

けチェック機能を使用してチ

ェック実施 

発注者によるデータの確認は別

システム（河川管理者公開シス

テム）に移行 

新しいバージョン

がリリースされた

際の対応 

水国 WEB サイトから新しいシ

ステムをダウンロードし、再

度セットアップ、種名チェッ

ク再実施が必要 

アップデートは自動で適用され

るため対応不要、生物リストの

更新（※）があった場合のみ種

名チェックの再実施が必要 

※原則年 1回を想定 

入力に使用できな

い文字 

㈱、①、* ほか多数 

（納品前の「機種依存文字チ

ェック」で不合格となる） 

「,（カンマ）」、「’（シングル

クオーテーション）」および

「”（ダブルクオーテーショ

ン）」のみ 

 

その他、GIS データや目録未掲載種登録等、各機能に変更点がございます。詳しくは各

機能の章を参照ください。 
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2.5  システムの利用環境 

本システムを利用する際に推奨する利用環境は以下に示すとおりです。なお、データの

容量などによっては、この推奨環境でも処理しきれない場合があります。その際は、利用

しているパソコンのスペック向上などを行ってみてください。 

(1) ハードウエア環境

Windows11 のインストール要件を満たす性能の PC が望ましい。 

(2) ソフトウエア環境（例）

項目 スペック

ＯＳ Windows11 

ブラウザ Microsoft Edge、Google Chrome 

アプリケーション Microsoft Excel 2016以降 

 Microsoft Excel について

本システムでは、帳票は別途オフラインの「帳票サブツール」にて作成・出力

することができます。帳票サブツールは「Microsoft Excel」の機能を利用します

ので、帳票出力機能を利用する場合は、「Microsoft Excel」が PC 端末にインスト

ールされていることが必要です。 

また、令和 7 年度より本システムがクラウドシステムとなることにより、アクセス過多

により一時的にシステムの応答待ち時間増加等、操作性が落ちる可能性があります。この

ような場合には、例えば「503 Service Unavailable」のようなエラーメッセージがブラウ

ザ上に表示されます。システム管理者によるサーバの調整が随時行われるため、時間をお

いて再度アクセスを試行ください。 
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3. システムの利用開始

本章では、本システムを利用する調査会社ユーザが本システムにログインして使用を開

始するまでの流れについて解説します。

3.1  アカウント発行 

本システムを使用して河川水辺の国勢調査データの入力を行うには、必ず当該調査専用

のアカウントの発行が必要です。アカウント発行は発注機関（河川管理事務所）側の「河

川管理者公開システム」にて行いますので、発注機関側の担当職員にアカウントの発行を

依頼してください。なお、発注者による受注者用の入出力システムアカウント発行に際し

「受注者の管理技術者のメールアドレス」の入力が必要ですので、必要に応じて発注者に

伝達するようお願いいたします。 

発注者によるアカウント発行の完了後、（受注者側の）利用者 ID、および入力した管理

技術者のメールアドレスを発注者に確認ください。いずれの情報も、システムにログイン

するにあたり必要となります。 

3.2  システムへのログイン 

発注機関による調査会社アカウントの発行後、河川管理者が入力した調査受注者のメー

ルアドレス（原則管理技術者のメールアドレス）を使用してシステムへの初回ログインが

可能になります。 

ログイン画面では、「ログイン ID」および「メールアドレス」を入力して「送信」をク

リックします。その後、入力したメールアドレス宛てにログインコードを記載したメール

が配信されますので、ログインコードをメールからコピーしてログイン画面に入力し、「ロ

グイン」を再度クリックすることで、システムへのログインが完了します（「２段階認証」）。 

入出力システムへのアクセス・ログインの方法について次頁に記載しますが、今後変更

される可能性がありますのでご了承ください。 

※ログインコードを記載したメールが受信できない場合、「システムに登録され

たメールアドレスを入力しているか」「redb.smart-river.mlit.go.jp ドメインから

のメールの受信がブロックされていないか」「迷惑メールやスパムメールフォルダ

に振分けられていないか（※特に初回のメール受信の場合、迷惑メールフォルダに

振分けられる可能性があります）」等をご確認ください。 

また、ログイン時の認証画面がうまく遷移しない場合、再度ログインページにア

クセスし直し、キーボードの「Ctrl+F5」でページの強制再読み込みを行った上で、

再度 ID 等を入力してログインを試行ください。 



3-2

※令和 7 年 10 月現在、入出力システム ログインページの URL は

「https://input.redb.smart-river.mlit.go.jp/ksnJucyusya/」であり、ブラウザの

ブックマーク等に保存して直接 URL にアクセスすることも出来ます。しかし、将

来的に URL が変わる可能性があること、および河川水辺の国勢調査 HP で最新情

報をご案内していることから、極力 HP 経由でのアクセスをお願いいたします。 

河川版・ダム湖版から選択します。 

河川水辺の国勢調査ホームページか

ら、システム関連情報の周知ページ

へのリンクをクリックします。 

入出力システムへのログイン方法 ※令和 7 年 10 月時点

入出力システム ログインページへの

リンクボタンをクリックします。
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正しい ID・メールアドレスが入力さ

れた場合、メールアドレス宛てにロ

グインコードを記載したメールが配

信されます。 

※令和 7 年 10 月時点での配信元メー

ルアドレスは

「DoNotReply@redb.smart-

river.mlit.go.jp」です。

表示された画面で【利用者 ID】およ

び登録された【メールアドレス】を

入力します。 

※発注者が入出力システムのアカウ

ントを発行する際、管理技術者のメ

ールアドレスを入力します。初回の

ログインは、管理技術者によっての

み可能です。

※令和 7 年 10 月現在、入出力システ

ムへのログインは本画面（利用者 ID

とメールアドレス入力）からのみ可

能です。

正しいログインコードを送信後、認

証が完了し、入出力システムの TOP

画面が表示されます。 

※管理技術者による初回ログイン時

のみ、調査基本情報の設定画面に誘

導されますので、画面表示に従い調

査基本情報の入力を行ってください

（手順後述）。
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3.3  システムからのログアウト 

システムの操作を終了してログアウトする際は、システム画面右上にあるテキスト部分

をクリックした上で、表示されたメニューの中から「ログアウト」をクリックします。 

※ログアウト処理を行わなくても、一定時間システムの操作を行わなかった場合、「セ

ッションタイムアウト」し、ログアウト状態となります。その場合、（キャッシュが残って

いる等により）システムの画面は引き続き表示されるように見えても、データの保存は出

来ない状態となっています。データ保存や画面遷移が正常に行われない場合、セッション

が切れている可能性がありますので、一旦ログアウトの上で再度ログインをお願いいたし

ます。 
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4. 調査基本情報の設定、担当技術者のメールアドレス追加
4.1  調査基本情報の設定

河川名や業務名のような調査の基本的な情報を確認・修正するには、以下のように操作

します。 

管理技術者による入出力システムへの初回ログイン時には必ず、調査基本情報の設定画

面が表示されます。画面表示に従い、必要な情報を入力ください。 

TOP 画面の【編集】ボタンをクリック 

します。 

調査の基本情報を入力するための業

務設定画面が表示されます。 

※初回ログイン時にはデフォルトで

こちらの画面に誘導されます。 

画面に表示されている各項目を入力

し、【保存】ボタンをクリックします。 
※注意点について次頁に記載
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【水系名】をプルダウンで選

択した上で、【河川名】欄を

クリックすると、河川名の候

補が表示されますので、候補

から選択します。

【河川名】欄にこのように候

補が表示されない場合は、河

川名がマスタに登録されてい

ない可能性があります。 

「管轄の地整ないし都道府

県」「水系名」「使用したい河

川名」の情報を添えてお問合

せください（水系が無い場合

も同様に問合せください）。 

グレーアウトされている項目についても、

誤りが無いか確認をお願いいたします。 

【調査項目】や【調査開始年度】は、入出

力システムのアカウントを発行する際に発

注者によって入力されています。これらの

情報が誤っている場合には、状況により、

アカウントの再発行または問合せによる修

正となります。

【システム使用種別】のプル

ダウンは、原則「河川水辺の

国勢調査」を選択します。 

「その他」を選択した場合に

は、【システム使用目的概

要】欄にも入力をしてくださ

い。 

【（参考）調査管理番号について】  

業務設定画面等に表示される「調査管理番号」は、入出力システムで作成する全ての調査データ

に対してユニークな番号を付与し、データ公開やデータ管理を効率的に行うためのものです。 

この調査管理番号は、発注者による入出力システムのアカウント発行と同時に自動的に付与さ

れ、変更することは出来ません。 

調査管理番号は、入出力システムの GIS エディタ以外の市販 GIS ソフトなどで、GISデータを作

成する際に GIS データの属性情報の１つとして入力する必要があります。詳細は、「河川環境

情報地図ガイドライン（案）第3.0版（令和7年10月）」を参照してください。
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4.2  担当技術者のメールアドレス追加 

発注者による入出力システムのアカウント発行の段階では、管理技術者のメールアドレ

スのみが登録されているため、管理技術者によってのみログインが可能です。担当技術者

のメールアドレスを追加で登録することにより、管理技術者以外も入出力システムにログ

インしてデータの入力を実施可能になります。担当技術者のメールアドレスの追加につい

ては、発注者ではなく受注者の管理技術者により、入出力システム上で行います。以下に

手順を示します。 

※発注者側では、受注者が「納品処理」機能を実行するまで、入出力システムへの入力

データを確認することができません（「入力中」とのみ表示）。そのため、担当技術者とし

て登録している氏名やメールアドレスについては、必要に応じてシステム外で発注者に報

告頂くようお願いいたします。 

【アカウント管理】をクリックします 
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【ユーザ追加登録】をクリックし、【ユ

ーザ追加編集画面】を開きます。 

【ユーザ一覧表示】画面が表示されま

す 

表の１行目には、管理技術者の情報が

入力されています。２行目以降に、担

当技術者の情報を追加します。 

【ユーザ名】には追加する担当技術者

の氏名を、【所属】には会社名を、【メ

ールアドレス】にはメールアドレス担

当技術者のメールアドレスを、それぞ

れ入力した上で【登録】をクリックし

ます。 

ユーザ一覧表示の画面に戻り、追加し

た担当技術者の情報が一覧表に反映さ

れていることを確認します。

以降、本画面で追加した担当技術者も

本システムにログイン可能となりま

す。
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5. マスタ・目録の確認と登録方法

本システムにはあらかじめ、河川や種目録などがマスタ情報として登録されています。ま

た、本システムでは、これらのうち一部のマスタに対して、記載されていない情報を追加で

登録することができます。

ここでは、システムに搭載されているこれらの情報内容を確認し、追加登録する方法を説

明します。 

 この部分で確認・登録でき

る内容について説明しま

す。 
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5.1  概要説明 

システムのホーム画面にある「マスタ」及び「目録」機能で確認できる情報を以下に示し

ます。 
大項目 小項目 内容 

マスタ 地整・都道府

県 

全国にある地整・都道府県の名称やコードを確認できます 

事務所 全国の事務所コードを確認できます 

水系 全国の水系の名称や水系コードを確認できます 

河川 全国の河川の名称や河川コードを確認できます 

※河川コードには、ハイフン繋ぎのコード（“河川ID”と表

示）と数字7桁のコード（“河川コード詳細”と表示）の２種

類があります 

目録 目録表示 システムに搭載されている種目録の内容を確認できます 

目録未掲載登 種目録に記載されていない種を登録することができます 

異名 システムに搭載されている異名目録の内容を確認できます 

未掲載異名登 異名目録に記載されていない異名を登録することができます 

植物群落 システムに搭載されている植物群落目録の内容を確認できま

す 

未掲載植物群

落登録 

植物群落目録に記載されていない植物群落を登録することが

できます 

未掲載重要

種地域指定登

録 

システムに搭載されている重要種目録の根拠文献の一覧を確

認できるとともに、地域指定の重要種根拠文献を登録できま

す 
追加重要種登

録 

システムに搭載されている重要種目録の内容を確認できると

ともに、重要種を追加することができます。 

（注意事項）重要種目録に追加できる種は、システムに搭載

されている種目録に記載されている種のみです。未掲載登録

した種を重要種として登録することは出来ません 

外来種 システムに搭載されている外来種目録の内容を確認できます 

未掲載外来

種登録 

システムに搭載されている外来種目録に種を追加することが

できます 

（注意事項）外来種目録に追加できる種は、システムに搭載さ

れている種目録に記載されている種のみです。未掲載登録した

種を外来種として登録することは出来ません 
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5.2  マスタの表示 

「地整・都道府県」「事務所」「水系」「河川」マスタの表示方法を以下に示します。 
5.2.1 マスタ表示 

 
 
  

ホーム画面の【マスタ参照】をクリッ

クします。 

「マスタ」画面が表示されます 

表示したいマスタの名称をクリックし

ます。 

クリックしたマスタが表示されます。 
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5.3  目録の表示及び登録、文献登録 

システムに搭載されている種目録や、重要種目録などの情報を確認するとともに、未掲載

種の情報を追加登録することができます。 

本システムは、システムに搭載されている種目録や重要種目録の情報を利用して、後述す

る種名チェックや重要種情報の自動取得などを行っています。 

したがって、種目録や重要種目録などに情報が記載されていない場合は、種名チェックで

エラーが表示、または重要種情報の自動取得が出来ない場合があります。その場合には、未

掲載情報の登録作業を行ってください。 
 

 

 

※令和 7 年度より、入出力システムの WEB システム化に伴い、未掲載登録した情報は本

システムの全ユーザの間で共有する仕様となりました。各種の未掲載登録機能（5.3.1～5.3.5

参照）の画面を開きますと、既に他の調査のユーザが登録された情報も表示されます。また、

ご自身で新規に未掲載登録頂くデータは、他の調査のユーザからも参照できるようになりま

すのでご留意願います。 

上記の事情から、各種未掲載登録は原則「追加」機能のみご利用頂き、やむを得ない事情

（間違えて登録してしまった等）により「修正」「削除」を希望される場合は、対象のレコー

ド等の情報を添えてお問合せください。  

システムを起動し、初期画面の【目

録リスト参照】ボタンをクリックし

ます。 

【目録】画面が表示されます 

5.3.1 を参照 

5.3.2 を参照 

5.3.3 を参照 

5.3.4 を参照 

5.3.5 を参照 

5.3.6 を参照 
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5.3.1 目録内容の表示及び登録 

「目録」は、システムに搭載されている種目録のことです。 

この種目録は、水辺の国勢調査において種の同定に利用する「種目録（生物リスト：河川

環境データベースでの公開）」と同じ内容となっています。 

本システムでは、この種目録を使って種名チェックを行っています。 

(1) 目録表示

システムに搭載されている種目録の内容を確認することができます。

項目 内容 

調査項目 表示する生物項目を選択できます 

検索 目録上で検索をすることができます ※後述 

表示選択 表示する目録階層を選択することができます 

（注意事項） 

種目録の表示及びその操作には時間がかかることがあります。調査項目を絞

り込むなどして、表示する行数を減らしてのご確認を推奨します。 
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【検索】機能を使用すると、画面左

下に検索結果のウィンドウが表示さ

れます。 
※表示されない場合は、ブラウザの

表示倍率等を確認・変更ください。 

検索結果ウィンドウ右下のつまみの

ドラッグ＆ドロップ操作により、ウ

ィンドウの大きさを変更できます。 

検索結果の各行をクリックすること

で、選択した行へ目録画面がジャン

プします。 
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(2) 未掲載種登録 
1）未掲載登録画面の説明 

 

  

未掲載登録を行う目

録階層」の選択機能 

検索対象とする

調査項目の選択機

能 

検索する目録名の入力

欄と 検索実行ボタン、

及び検索対象とする目

録階層の選択機能 

  

登録する

情報の入

力欄 

同定文献の選択機能 

（※文献の追加方法は後述） 

目録内容の 

表示画面 

未 掲 載 情 報 を 登 録

す る 対 象 生 物 項 目

の 選 択 機 能  

未掲載情報の登録

位置指定や、その作

業種類選択機能 

【注意】 

未掲載情報を登録する対象調査項目の選択は、種名チェックや確認種数の集計など

に必要ですので、必ず、チェックを入れてください。 

なお、本画面で入力する情報は、種の真正化作業の際に精査する項目なので、解

る範囲で入力してください。 
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2）未掲載登録の方法 

種目録に記載されていない種が、現地調査などで確認された場合には目録未掲載種として、

登録を行ってください。 

未掲載種登録機能では、種だけでなく、目、科、亜科等の上位分類についても新規登録す

ることができます。ただし、新規に登録したい種の上位分類が種目録の中に無い場合には、

種より上位の分類も登録を行い、種目録に既にある上位分類まできちんと接続することが必

要です（例：新規で登録する種が属する科が種目録に無い場合、科、亜科、属の登録も必要

です）。 

なお、門が無い場合には、門から種まで全て登録する必要があります。 

以下では、目録に登録されていない種の登録で、科以下の分類も未掲載の場合の例を示し

ます。この場合は、科－亜科－属－種の順にデータを登録します。 
 

 
  

調査対象分類群タクサリスト導入について 

 

システム搭載の生物種目録は、「河川水辺の国勢調査」の調査結果の整理に 際

して、生物の和名・学名および配列などの統一を図る目的で作成されたもので

す。なお、「底生動物」、「動植物プランクトン」、「陸上昆虫類等」について

は、分解解像度や水辺環境との関連性から調査・同定の対象分類群の絞り込み

（タクサリストの導入）が行われています。下記の URL からの生物リストもご

確認ください。 

https://www.nilim.go.jp/lab/fbg/ksnkankyo/mizukokuweb/system/seibutsuList

.htm 
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① 「科」の新規登録 

 
 
 
 

② 「亜科、属」の新規登録 

亜科、属の新規登録についても、「科」と同様に行います。亜科名や属名が不明ま

たは無い場合には、「不明亜科１」「不明属１」などで打ち込んでください。 

  

「調査項目」欄で調査項目を選択の

上、「登録目録階層」で「科」を選択し

ます。 

「検索対象」で「目」を選択し、検索

目録名」の欄に新規登録の科が所属す

るべき目の名称を入力します。 

【検索】ボタンを押すと、右側の欄に

現在目録に登録されている科名が一覧

で表示されます。 

「和名」の欄に新規登録する科の和

名、「科」の欄には科の学名を入力しま

す。 

同定文献を選択し、どの生物分類とし

て登録するかを選択します 

右に表示されている一覧のどの位置に

入力するかを、「上に追加」、「下に追

加」で選択します。 

右の欄の選択されている科の行（青色

の行）の上下に登録することができま

す。 

（「不明亜科１」などの階層の後につける数字は、複数の不明亜科を登録する場合は（接

続する科が異なっている場合でも）異なる数字を打ち込むようにして下さい。 
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③  「種」の新規登録 

登録目録階層に「種」、「検索対象」に「科」を選択し、「検索目録名」に新規登録

種が所属する科名を入力します。 

【検索】ボタンを押すと、右側の欄に該当する科名、亜科名、属名が表示され、

左側下部に種名が入力できるようになります。種名、学名を入力した上で、【追加】

ボタンを押してください。 
 

 

 
  

【族等の登録について】 

本システムにおきましては、「族」や「上科」等の目録階層は採用しておりません。

「族」であれば「科」（本来は亜科ですが、科に繰り上げます）、「上科」であれ

ば「目」に繰り上げて登録して下さい。 



5-11  

④ 「亜種」「変種」「品種」の新規登録 

「亜種」「変種」「品種」を新規登録する際には、種の新規登録時に、それぞれに

フラグをつけ、「亜種小名」「変種小名」「品種小名」を入力する必要 があります。 
 

 
  

新規登録する際に、登録する区分を選

択。「種」の場合は「種」を選択し、

種和名と種小名を記入する。 

 

 「亜種」の場合は、「亜種」を選択

し、 種和名と種小名、亜種小名を記

入する。 

「変種」の場合は、「変種」を選択

し、 種和名と種小名、亜種小名、変

種小名を 記入する。 

  

「品種」の場合は、「品種」を選択

し、 種和名と種小名、亜種小名、変

種小名、 品種小名を記入する。 
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5.3.2  異名内容の表示及び追加登録 

「異名」は、システムに搭載されている異名目録のことです。調査結果データの入力時に、

異名での登録を行いたい場合は、その異名がこの異名目録に掲載されている必要があります。 

(1)  異名表示 

システムに搭載されている異名マスタの内容を確認することができます。 
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(2)  異名の追加登録 

異名目録に、登録したい異名が無い場合には、追加で登録を行うことができます。 

 
  

「目録」メニュー画面から【未掲載異

名登録】ボタンをクリックします。 

「未掲載異名登録」画面が表示されま

す。 

「調査項目」の欄で、異名を登録した

い調査項目を選択します。 

「検索品種」の欄に、異名を登録した

い種和名あるいはその一部の文字を入

力します。 

【検索】ボタンをクリックすること

で、該当する文字を含む種和名が検索

されます。 

検索結果が下部に表示されます。 

異名登録対象の種名を選択した上で、

右側の「異名和名」欄に異名を入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックしてくださ

い。 
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5.3.3 植物群落の表示及び追加登録 

「植物群落」は、システムに搭載されている植物群落目録のことです。 

 

(1)  植物群落表示 
システムに搭載されている植物群落目録の内容を確認することができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2)  植物群落の追加登録 

植物群落目録に登録されていない植物群落が調査で見つかった際には、次頁に示

す方法で、植物群落の追加登録を行ってください。 

なお、未掲載の情報として登録できるのは、「植物群落名」のみです。「植物基本

分類」については追加が出来ません。もし、「植物基本分類」がリスト上に該当する

ものが無い場合には、「その他」の基本分類を選択し、次ページ以降の未掲載植物

群落の登録を行ってください。 
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「群落名」の欄で、登録したい箇所

を 指定します。 

「群落名」の欄に、登録したい植物

群落名を入力し、追加ボタンを押し

ます。 

「群落名」の欄に新たに登録されま

す。 

「基本分類」の欄で、植物群落を登

録したい基本分類を選択します。 

「未掲載植物群落登録」画面が表示

されます。 

「目録」メニュー画面から【未掲載

植物群落登録】ボタンをクリックし

ます。 
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「群落名」の欄で、登録したい箇所

を指定します。 

「群落名」の欄に、登録したい植物

群落名を入力し、追加ボタンを押し

ます。 

「群落名」の欄に新たに登録されま

す。 

「基本分類」の欄で、植物群落を登

録したい基本分類を選択します。 

「未掲載植物群落登録」画面が表示

されます。 

「目録」メニュー画面から【未掲載

植物群落登録】ボタンをクリックし

ます。 
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5.3.4  重要種の表示及び追加登録 

本システムに搭載されている重要種目録の内容確認及びデータの追加登録を行うことが

出来ます。 

本システムには、この重要種目録を用いて、「結果取りまとめ」画面における「重要種の一

覧表」での対象種の自動取得機能を実装しています。 

本システムに搭載されている重要種目録は、全国共通の重要種のみを登録しています。し

たがって、地方版の RDB などのデータについては、個別に登録する必要があります。地方

版の RDB データを登録する方法について、次頁に示します。 
 

なお、本システムに搭載している重要種目録における指定区分のうち、環境省（庁）NRDB 

の指定区分には、「ローマ数字」を英数字にて代用しています。 

例）ローマ数字のⅠ→ I(英数字の I) 

様式の出力などで、上記の点に不都合がある場合には、様式上で修正をお願いいたします。 
  

未掲載重要種 

地域指定登録 

追加重要種登録 

地域指定登録画面において、地方において

特筆すべき文献名などを登録 

登録した文献に対して、重要種の情報登録

を実施 

河川水辺の国勢調査においては、平成 18 年度調査マニュアルより、環境アセスメント等との整合を図

るため、平成９年度版マニュアルにおける「特定種」を「重要種」と呼ぶこととしています。本システム

においても、これに準拠しています。 
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(1) 重要種の追加登録

「目録」メニュー画面から【重要種

追加登録】ボタンをクリックしま

す。 

重要種の欄に、既に登録されている

種が表示されます。 

【保存ボタン】を押します。 

和名を入力します。 

重要種指定区分から、登録したい重

要種の指定区分を選択します。 

この部分の〇/

×印は、選択し

ている文献が対

象としている生

物群を示してい

ます。 
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【重要種の追加登録の注意点】 

本システムに搭載している重要種目録には、国の天然記念物や環境省 RDB 記載種等、

全国共通となる重要種が掲載されています。 

この重要種目録に掲載されていない種（特に、地方版 RDB などに掲載されている重要

種）などについては、調査ごとに個別に重要種登録を行うようにしてください。 

なお、種目録に掲載されていない種（新規確認種や未掲載登録を行った種も含む）を重

要種として追加登録することはできません。 

本システムに搭載している重要種目録に、本来掲載されているべき種が無い場合があり

ます。これは、本システムに搭載している種目録にその種が掲載されていないためです。

その場合は、重要種一覧表に自動的に出力されませんので、該当する種の未掲載種登録を

行い、重要種一覧表などに対しては自動取得機能によらず、個別に入力をして下さい。 
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5.3.5  外来種の表示確認及び登録 

「外来種」は、システムに搭載されている外来種目録のことです。本システムにお

いては、「外来生物法」で指定されている「特定外来生物」を、あらかじめ外来種とし

て登録しています。 

(1) 外来種の登録 

種目録に登録されている種の中で、外来種目録に登録されていない種があった場

合に、外来種の追加登録が可能です。 
 

 
 
  

「未掲載外来種登録」画面が表示され

ます。 

「外来種区分」の欄で、登録したい外

来種区分を選択します。 

外来種区分を選択した上で、右側の

「外来種」欄に種名を入力し、保存し

ます。 

「目録」メニュー画面から【未掲載外

来種】ボタンをクリックします。 
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5.3.6 文献登録 

文献の情報の登録も、未掲載種登録等と同様、「目録リスト参照/未掲載種登録」メニュー

から行います。本画面で登録した文献の情報を、「目録未掲載種登録」機能等にて使用可能で

す。 

本画面で登録した文献情報は、未掲載種の登録等と同様、全ユーザで共有されます。 

 

 

 
※本画面で入力した文献の情報が、目録未掲載種登録等別の機能で使用されるため、一回

登録したデータの編集や削除は原則不許可となっています。やむを得ない事情により編集・

削除を行いたい場合には、当該文献の情報や調査管理番号等の情報を添えてお問合せくださ

い。 

 
 

【行追加】ボタンのクリックで行を追

加し、文献の情報を入力します。 

「目録」メニュー画面から【文献登

録】ボタンをクリックします。 

追加する文献の情報に間違いが無いか

確認し、【保存】ボタンをクリックし

ます。 
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6. 調査結果データの入力 

調査基本情報の設定が終了したら、調査結果データの入力に進みます。 

調査結果の入力を行うためには、システムログイン後の画面の左カラムにあるメニューか

ら、入力したい項目をクリックします。 

「調査結果データの入力」は、基本的には、以下の順序に従って行ってください。 

 
  

調査結果データの入力 

初期データ設定 

事前調査データ入力 

現地調査結果入力 

種名チェック 

結果とりまとめ 

データ集計 

GIS データ入力 

様式出力 
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6.1   初期データ設定 

初期データ設定では、現地調査結果の入力などに必要となる情報を登録します。初

期データの設定は、全ての生物項目で入力が必要な項目です。 

以下の説明では、魚類調査を例として示します。 
6.1.1  調査対象河川の設定 

調査対象河川の設定においては、調査対象とする河川の情報を登録します。ここで

の河川の設定は、調査結果データに対して、調査対象となる水系や河川の情報を与え

るために重要な操作ですので、必ず行ってください。 

「ホーム」画面から【初期デー
タ】ボタンをクリックします。

「初期データ」メニューが表示さ
れます。 

【調査対象河川】ボタンをクリッ

クします。
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「調査対象河川」画面が表示されま
す。 

調査対象河川名を選択します。 

各欄に調査対象河川に関するデータを
入力します 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 
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6.1.2  河川環境縦断区分設定 

 
 
  

【河川環境縦断区分設定】ボタン
をクリックします。 

「河川環境縦断区分設定」画面が
表示されます。 

各欄に河川環境縦断区分に関する
データを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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6.1.3 調査方法 

【調査方法】ボタンをクリックしま
す。 

「調査方法」画面が表示されます。 

各欄に調査方法に関するデータを入力
します。なお、ここで入力する調査方
法は、現地調査様式の「調査実施状 
況一覧表」作成のために必要となるデ
ータです。 
後述する現地調査結果データ入力画面
では、別途、調査方法のデータを入力
する必要があります。 

調査対象地区及び調査回で、実際に実
施した調査方法ごとに、構造、規格な
どのデータを入力します。注）地区番
号や調査回を複数入力する際には、
「、」等で区切ります。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 

この調査方法の入力は、魚類の他に、底生動物、両生類・爬虫類・哺乳類、陸上昆虫類

等のデータ入力においても必要となります。 
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6.1.4 調査者 

 
 
 
 
  

【調査者】ボタンをクリックします。 

「調査者」画面が表示されます。 

各欄に調査者に関するデータを入
力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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6.1.5 アドバイザー情報入力 

調査を実施するにあたり、助言や指導などを受けたアドバイザーの情報を入力しま

す。 

【アドバイザー情報】ボタンをクリ
ックします。 

「アドバイザー情報」画面が表示さ
れます。 

アドバイザーの情報を入力しま
す。

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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6.2  事前調査 

事前調査のデータ入力は、生物項目ごとに入力する項目が異なります。各調査項目

で入力が必要なデータについて、以下に示します。 

 
 

次頁以降では、主に魚類調査を例として説明を行います。 
 
  

生物項目 
既往 
文献 
一覧表 

助言・
聞き取
り等 

調査票 

回遊性
魚類の 

遡上・降
河 

魚類 
へい死
状況 
一覧表 

魚類 
実態 
調査票 

漁業 
実態 
調査 
データ 

魚類放
流・産
卵場

所・禁
漁区間
等一覧

表 

鳥類の
狩猟お
よび保
護に関
する一
覧表 

魚類 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 

底生動物 ○ ○ ― ― ― ― ― ― 

植物 ○ ○ ― ― ― ― ― ― 

鳥類 ○ ○ ― ― ― ― ― ○ 

両爬哺 ○ ○ ― ― ― ― ― ― 

陸 上  
昆 虫 類 ○ ○ ― ― ― ― ― ― 

基 図  
作 成  
調 査  

○ ○ ― ― ― ― ― ― 
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「事前調査」メニューが表示され
ます。 

【既往文献一覧表】ボタンをクリッ
クします。 

「ホーム」画面から【事前調査】
ボタンをクリックします。 

6.2.1 既往文献一覧表 

既往の文献についてのデータ概要を入力します。 
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「既往文献一覧表」画面が表示され
ます。 

各欄に文献に関するデータを入力し
ます。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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6.2.2 助言・聞き取り調査票 

学識経験者や各水産試験場などからの助言、聞き取り内容から得られた情報を聞き

取り相手ごとに入力します。 

 
 

  

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

各欄に助言・聞き取り等に関するデー
タを入力します。助言の内容の欄など
には全角 8000 文字まで入力できます。 

「助言・聞き取り等データ入力」画面
が表示されます。 

【助言・聞き取り等調査票】ボタンを
クリックします。 
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6.2.3 回遊性魚類の遡上・降河（魚類のみ） 

回遊性の魚類の既往文献及び聞き取り調査結果をもとに遡上・降河に関する情報を

入力します。 

【回遊性魚類の遡上・降河状況】ボ
タンをクリックします。

「回遊性魚類の遡上・降河状況」画
面が表示されます。 

各欄に回遊性魚類の遡上･降河に関す
るデータを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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6.2.4 魚類へい死事例（魚類のみ） 

既往資料等をもとに調査対象河川の魚類のへい死の事例を入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 

各欄に魚類へい死事例に関するデータ

を入力します。 

「魚類へい死事例」画面が表示されま

す。 

【魚類へい死事例】ボタンをクリック

します。 



6-14  

6.2.5 漁業実態調査票（魚類のみ） 

調査対象河川の漁業権などの情報を漁業協同組合ごとに入力します。 

  

【漁業実態調査票】ボタンをクリッ

クします。 

「漁業実態調査票」画面が表示され

ます。 

各欄に漁業実態調査に関するデータ

を入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 
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6.2.6 漁業実態調査データ（魚類のみ） 

調査対象河川の漁獲量、放流量などの情報を漁業協同組合ごとに入力します。漁業実態調査

データを登録するためには、漁業実態調査票画面で、漁業共同組合の情報を入力しておく必

要があります。 

  

漁獲量などの入力の際、単位が選択できるようになっています。この選択肢の中に該当

する単位が無い場合には、「その他」を選択してください。「その他」を選択すると、隣

に列の入力が可能となりますので、該当する単位を入力してください。 

【保存】ボタンをクリックし、【保存
しました】が表示されたら、【OK】ボ
タンをクリックしてください。(保存
ボタンは、データの入力後に有効にな
ります) 

【漁業実態調査データ】ボタンをクリ
ックします。 

「漁業実態調査データ」画面が表示さ
れます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に漁業実態調査に関するデータを
入力します。 



6-16  

6.2.7 魚類放流・産卵場所・禁漁区間等一覧表（魚類のみ） 

既往文献及び聞き取り調査情報から、魚類の放流場所及び産卵場所情報を入力します。 

 
  

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

各欄に魚類放流・産卵場所・禁漁区間
等に関するデータを入力します。 

「魚類放流場所・産卵場所・禁漁区間   
等」画面が表示されます。 

【魚類放流場所・産卵場所・禁漁区間   
等】ボタンをクリックします。 
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6.2.8 鳥類の狩猟および保護に関する一覧表（鳥類のみ） 

調査対象河川区間内とその周辺地域の鳥獣保護区、休猟区など保護に関する 情報

を入力します。 
 

 

  

「事前調査」画面が表示されます。 

【鳥類の狩猟および保護等に関する一
覧表】ボタンをクリックします。 

「鳥類の狩猟および保護等に関する一
覧表」画面が表示されます。 

各欄に鳥類の狩猟および保護に関する
データを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】ボ
タンをクリックします。 
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6.2.9 前回調査データ入力 
前回調査のデータの入力は、調査マニュアルに記載されている整理様式にある経年

確認状況一覧表を作成するために必要となります。 

【前回調査データ設定】ボタンをクリ
ックします。 

「前回調査データ設定」画面が表示さ
れます。 

【新規】ボタンをクリックします。 

「前回調査データ入力」画面が表示さ
れます。 
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各欄に前回調査に関するデータを入力
します。 
※令和 7 年度の入出力システムより、
前回調査の調査管理番号を入力する仕
様となりました。

【保存】ボタンをクリックし、【終了】
ボタンをクリックします。 

各欄に前回調査に関するデータを入力
します。 

「前回調査データ入力」（確認種入力）
画面が表示されます。 

次に【前回調査データ入力】ボタンを
クリックします。 

【保存】ボタンをクリックし、【終了】
ボタンをクリックします。 
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次に、【種名チェック】ボタンをクリ
ックします。 

先ほど入力した種名の一覧が表示され
ます。 

【チェック】ボタンをクリックしま
す。 
※種名チェックは、通常の【種名表
示】 に加えて、【前回業務名表示】
（上部ラジオボタン）についても、
「全データチェック」にて行ってくだ
さい。 

最初のチェックのみ、「全データチェ

ック」にチェックを入れてください。 

前回業務名表示を選択する

と、前回までの業務別に登

録した種が表示されます。 
  

エラーデータのみ表示を

選択すると、種名チェッ

クでエラーとなった種の

み表示されます。 
。 
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種目録との照合が行われ、変更等を要
する種名の行頭にエラーと表示されま
す。 

エラーと表示されている行を選択する
と、対処欄にエラーの内容及び対処方
法が表示されます。 

表示に従い種名の修正等を行うと、「対
処」列にチェックが入ります。 

上記の説明は、種名チェックでエラーとなったものの対処として、システムに搭載して

いる異名目録から、該当するものを選択する方法のものです。 

システムに搭載されている種目録に該当する種がいない場合には、未掲載種登録、もし

くは未掲載異名登録を行う必要があります。 

【全データチェック】欄について 

「全データチェック」のボックスにチェックを入れると、入力した全ての種名につい

て、チェックを行います。 

そのため、種名の対処を行ったあとに、再度「全データチェック」のボックスにチェッ

クを入れたまま、種名チェックを実施すると、対処前の状態に戻ってしまいます。 

対処を実施した情報を残しておきたい場合は、必ず「全データチェック」のチェックを

外してから、種名チェックを実施してください。 
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（一度行った種名チェックの対処を、元に戻したい場合） 

 

種名チェックを実施した際に、 

・ 異名和名として登録、もしくは種和名への変更を行った 

・ ○○ sp.などの目録階層が上位のものについて、対象階層を決定した 

などの対応を行ったものについては、そのチェックの情報を削除し、元の状態に戻すこと

が出来ます。 

その際には、種名チェック画面の下部にある「全データチェック」にチェックを入れてか

ら「チェックボタン」を押してください。 

種名を変更するか、目録未掲載

登録（未掲載異名登録）をする

かを選択します。目録未掲載登

録（未掲載異名登録）のやり方

は、「5.3.1 目録内容の表示及

び登録」を参照してください。 
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6.3  現地調査結果入力 

「現地調査」では、調査地区や調査時期、調査結果等のデータの入力を行います。 

現地調査の入力は、対象とする調査項目により、入力する内容が異なります。次頁以降に、

各生物項目別に説明を行いますが、同定文献入力、写真の整理、標本管理など、全ての生物項

目に共通する内容については、魚類の入力方法を例として参照してください。 

 

 
  

① ② 

 
「その他項目」で

は、同定文献、写

真、標本管理、調

査地区位置図など

の入力を行いま

す。 

この部分の多く

は、各生物項目に

共通する内容です  

「基本項目」で

は、調査地区や調

査時期、調査対象

環境区分、調査結

果等の入力を行い

ます。 

この部分は、対象

とする調査項目に

より異なります。 
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6.3.1  魚類 

(1)  調査地区入力  

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号について、調査回数が付加

されます。 

 
  

「ホーム」画面から【現地調査】ボ
タンをクリックします。 

【調査地区入力】ボタンをクリック
します。 

【基本項目】ボタンをクリックしま
す。 
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「調査地区入力」画面が表示されま
す。 

【追加】ボタンをクリックします。 

フォーム内右端のスピンボタン（▲▼）
を使用するか、もしくは直接手入力で
調査地区の連番（半角数字で 1, 2, 
3・・）を入力します。既に入力されて
いる番号と重複しないようご注意くだ
さい。 
 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追加され
ます。 

各欄に調査地区に関するデータを入力
します。 

追加された中から調査対象のレコ
ードを選択します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 



6-26  

(2)  調査時期入力  

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査時期入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査時期入力」画面が表示されま
す。 

各欄に調査時期に関するデータを入力 
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(3)  調査回入力 

設定済みの調査地区を選択し、調査回（季節）を設定します。 

  

「現地調査」メニューを表示しま

す。 

【調査回入力】ボタンをクリックし

ます。 

「調査回入力」画面が表示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

各レコードを選択し、【登録】ボタン

をクリックします。 

追加された中から調査対象のレコー

ドを選択します。 

季節を選択します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 
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(4)  調査対象環境区分入力 

設定済みの調査地区・調査回を選択し、調査箇所を設定します。各調査箇所に対し、調

査マニュアルに基づいた調査対象環境区分に関するデータを入力します。 
 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査対象環境区分】ボタンをクリッ

クします。 

「調査対象環境区分編集」画面が表示

されます。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査箇所のレコードを追加します。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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調査対象環境区分選択欄にレコード

が追加されます。 

各欄に調査対象環境区分に関するデ

ータを入力します 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 
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(5)  調査方法入力  

調査方法、捕獲方法を入力します。 

  

「調査方法の入力」においては、選択した方法によって、その漁具の規格や努力量の
入力欄が異なります。 
方法を選択した時点で、入力する必要のある規格及び努力量の欄が入力可能となりま
す。入力ができない箇所は、入力欄に色が付きます。 

「現地調査」メニューを表示します 

【調査方法入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査方法入力」画面が表示されま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査方法に関するデータを入
力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(6)  調査結果入力 

調査方法入力画面で入力した捕獲方法ごとに調査結果内容を入力します。 

 
 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査結果入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査結果入力」画面が表示されま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータを入力
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(7)  同定文献 

魚類同定文献調査表の上段部分に記載されている文献名及び分類群を入力します。 
 

 

  

「現地調査」メニューを表示します 

【同定文献】ボタンをクリックしま
す。 

「同定文献」画面が表示されます。 

「同定文献入力」で入力した同定文
献を選択します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(8)  写真の整理  

個々の写真に対し、撮影年月日や地区番号等を入力し、写真ファイルを登録します。 

 

  

「写真整理表」画面が表示されます。 

写真に関するデータを、各項目に入力
します。 

データ入力後、【保存】ボタンをクリ
ックします。 

「現地調査結果入力」画面を表示しま
す。 

【写真の整理】ボタンをクリックしま

す。 

「ファイル参照」ボタンから写真ファ
イルを選択・アップロードします。 
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1）写真表登録用シートダウンロード 

写真の登録を効率的に行うための支援として、令和 7 年度の入出力システムより一括登録

機能が追加されました。 

一括登録機能は、以下①～③の順序で使用します。 

①Excel ファイル「写真表登録用シート」をダウンロードし、写真のファイル名等、必要な

情報を記載 

②入力済みの「写真表登録用シート」をシステムにアップロード 

③「写真表登録用シート」にファイル名を記載した写真を、「写真ファイル一括登録」画面

にドラッグ＆ドロップし、アップロード 

 

先に Excel ファイル「写真表登録用シート」によるデータ登録を行う必要があることにご

注意ください。①②を経ず、先に③を行った場合、ファイル名がシステムに登録されていない

ため、写真が全てアップロードエラーとなります。 
 

  

「写真表登録用シートダウンロード」
ボタンをクリックします。 

「写真表登録用シート ダウンロー

ド」をクリックし、専用のエクセルフ

ァイルをダウンロードします。 
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「ファイル名」は、アップロードする

写真のファイル名を入力してくださ

い。 
※この後システムにドラッグ＆ドロッ

プでアップする写真のファイル名と完

全に一致している必要があります。 

Excel ファイルを開き、タイトルが

「写真一覧表」となっているシートに

データを入力します。 

※必須項目が入力されないと左列に

「エラー」が表示されます。 
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2）写真表登録用シートアップロード 
 

 
  

「写真表登録用シートアップロード」
ボタンをクリック 

入力済みの写真票登録用シートを選択

し、「開く」をクリック 

アップロードが正常に完了すると、

「保存しました」というメッセージが

表示され、写真表登録用シートに入力

した内容が WEB システム画面上に表示

されます。 

写真ファイルは、「ファイル参照」ボ

タンをクリックして個別に登録する

か、もしくは後述の「写真ファイル一

括登録」機能を使用して登録します 
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3）写真ファイル一括登録 
 

 
  

写真表登録用シートに記載した写真フ
ァイルを、「写真ファイル一括登録」
画面へドラック＆ドロップ 

写真ファイル一括登録（一括アップロ
ード）をクリック 

登録した写真がシステム上に表示され
ることを確認 
※サーバの負荷抑制のため、一度にア
ップロードできるデータサイズに制限
を設けています。制限を超える場合
は、何枚かずつ、小分けでのアップロ
ードをお願いいたします 
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(9)  標本管理  

現地確認種の標本の情報を入力します。 

 
  

現地調査結果で入力した種和名が表示
されるので、各欄に標本管理に関する
データを入力します。また、新規に種
名を含めた標本情報を入力します。 

「標本管理」画面が表示されます。 

【標本管理】ボタンをクリックしま
す。 

「現地調査」メニューを表示します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(10)  調査地区位置図  

調査地区位置図は、あらかじめ、別途位置図のデータを作成して、それを本システム

に登録してください。 
 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査地区位置図」ボタンをクリック
します。 

「調査地区位置図」画面が表示さ
れます。 

【ファイル参照】ボタンをクリックし
ます。 
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参照するファイルを選択します。 
（選択できるのは jpg のみです） 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(11)  現地調査結果の概要  

現地調査結果の概要を入力します。 
 

 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

【現地調査結果の概要】ボタンをクリ
ックします。 

「現地調査結果の概要」画面が表示さ
れます。 

各欄に現地調査結果の概要に関す
るデータを入力します。全角 8000
文字まで入力ができます。 
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(12)  移動中の確認  

調査者が、地区間等の移動中に確認した種について入力します。 

 

 

  

移動中の確認については、調査で移動中のデータなどを取得しなかった場合には、

入力する必要はありません。 

また、位置などについても不明な場合は、入力する必要はありません。 

「現地調査」メニューを表示します。 

【移動中などの確認】ボタンをクリ
ックします。 

「移動中などの確認」画面が表示され
ます。 

各欄に移動中の確認に関するデー
タを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、

【OK】ボタンをクリックします。 
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(13)  その他の生物  

調査対象生物種以外の、生物種（特に重要種など）を確認した場合、その情報を入

力します。 

 

 
 

  

「現地調査結果入力」画面を表示
します。  

【その他の生物】ボタンをクリッ
クします。  

「その他の生物」画面が表示され
ます。  

各欄にその他の生物に関するデー
タを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【終了】ボタンをクリックしま
す。  
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6.3.2  底生動物 

(1)  調査地区  

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は、次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数が付加さ

れます。 

  

「ホーム」画面から【現地調
査】ボタンをクリックします。 

【基本項目】ボタンをクリックし
ます。 

【調査地区入力】ボタンをクリッ
クします。 
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調査環境の部分には、水際部おけるおよその距離比を 10％単位の数字で入力し、10％

に満たない小規模な区分は＋の印をつけてください。 

「地区データ入力」画面が表示され
ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

各欄に調査地区に関するデータを入
力します。 

追加された中から調査対象のレコー
ドを選択します。 

調査地区選択欄にレコードが追加さ
れます。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区のレコードを追加します。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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(2)  調査時期入力 

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 

 

 
 

  

「現地調査」メニューを表示しま
す。 

【調査時期入力】ボタンをクリッ
クします。 

「調査時期設定」画面が表示され
ます。  

各欄に調査時期に関するデータを
入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(3)  調査回入力  

設定済みの調査地区を選択し、調査回を設定します。各調査回に対し、調査マニュア

ルに基づいた調査環境データ等を入力します。 
 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査回入力」画面が表示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査回のレコードを選択し、【登録】

ボタンをクリックします。 

【調査回入力】ボタンをクリックしま

す。 
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調査環境の部分には、水際部おけるおよその距離比を 10％単位の数字で入力し、10％

に 満たない小規模な区分は＋の印をつけてください。 

追加された中から調査対象のレコー

ドを選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力

します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(4)  調査対象環境区分入力  

設定済みの調査地区・調査回を選択し、調査箇所を設定します。各調査箇所に対し、

調査マニュアルに基づいた調査対象環境区分「定量採集」または「定性採集」に関する

データを入力します。 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査対象環境区分】ボタンをクリッ
クします。 

「調査対象環境区分データ入力」画
面が表示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

【追加】ボタンをクリックします。 

【登録】ボタンをクリックします。 
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【コドラート番号について】 

コドラート番号は、以下の方法に従って入力をしてください。 
 

淡水域 調査マニュアルで規定していると同様に、３つのサンプルそ
れぞれに、コドラート番号を付ける 

汽水域 （ア）干潮時に底面が干出あるいは水深が浅くなる地区調査
マニュアルで規定していると同様に、４つのサンプルそれ
ぞれに、コドラート番号をつける 

（イ） 干潮時でも水深が深い地区 
調査マニュアルでは、コドラート番号はつけないとなって

いるが、システム上では、識別のための番号をつけてくださ

い（0でも構いません） 
 

 
 

  

【淡水域の水深が深い場所での定量採集のデータ入力方法について】 
コドラートが設置できないような、淡水域の水深が深い場所での定量採集では、エクマ
ンバージによる採泥を行う場合があると思われます。 

その際のデータ入力は、通常の定量採集と同様に、採泥ごとにコドラート番号を付け、
備考欄に「エクマンバージによる採泥」と記入してください。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

調査対象環境区分選択欄にレコード
が追加されます。 

【定量採集】・【定性採集】の入力欄
に、それぞれデータを入力します。 
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(5)  調査結果入力  

各サンプルで確認された底生動物の種名及び個体数などの情報を入力します。 

 
同定文献の入力以降については、基本的に「魚類」でのデータ入力と同じ要領になります

ので、魚類編をご参照ください。 

  

「現地調査」メニューを表示しま
す。  

【調査結果入力】ボタンをクリッ
クします。  

「調査結果入力」画面が表示され
ます  

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータを入力
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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6.3.3  植物 

(1)  植物相調査地区入力  

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数が付加さ

れます。 

  

「ホーム」画面から【現地調査】ボ
タンをクリックします。 

【基本項目】ボタンをクリックしま
す。 

【植物相調査地区入力】ボタンをク
リックします。 



6-53  

  

「調査地区編集」画面が表示されま
す。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追加さ
れます。 

追加された中から調査対象のレコー
ドを選択します。 

各欄に調査地区に関するデータを入
力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(2)  調査時期入力 

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 

 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査時期入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査時期設定」画面が表示されま
す。 

各欄に調査時期に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(3) 植物相調査回入力 

設定済みの調査地区を選択し、調査回を設定します。各調査回に対し、調査 マニュ

アルに基づいた調査環境データ等を入力します。 

 
 
 
  

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査回入力」画面が表示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査回のレコードを選択し、【登録】
ボタンをクリックします。 

【植物相調査回入力】ボタンをクリ
ックします。 
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追加された中から調査対象のレコー
ドを選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(4)  植物相調査結果入力 

確認された植物の種名及び備考などの情報を入力します。 

 

 
 

同定文献の入力以降については、基本的に「魚類」でのデータ入力と同じ要領になりま
すので、魚類編をご参照ください。 

「現地調査」画面を表示します。 

【植物相調査結果入力】ボタンをクリ
ックします。 

「植物相結果データ入力」画面が表示
されます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータを
入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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6.3.4  鳥類 

(1)  調査箇所入力  

鳥類調査の場合は、スポットセンサスを実施した調査箇所が、他の生物項目の調査

地区に該当しますので、調査箇所の設定となります。ここで入力した地区番号に対し

て調査回数が付加されます。 
 

 
  

「ホーム」画面から【現地調査】ボタ
ンをクリックします。 

「基本項目」ボタンをクリックしま
す。 

【調査箇所入力】ボタンをクリックし
ます。 



6-59  

 
  

「調査箇所入力」画面が表示され
ます。  

【追加】ボタンをクリックします。 

調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査箇所選択欄にレコードが追加
されます。 

追加された中から調査対象のレコ
ードを選択します。 

各欄に調査箇所に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします 
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(2)  調査時期入力  

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査時期入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査時期設定」画面が表示されま
す。 

各欄に調査時期に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(3)  調査回入力  

設定済みの調査地区を選択し、調査回を設定します。各調査回に対し、調査マニュア

ルに基づいた調査環境データ等を入力します。 
 

 
  

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査回入力」画面が表示されま
す。 

調査回のレコードを選択し、【登録】
ボタンをクリックします。 

【調査回入力】ボタンをクリックし
ます。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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追加された中から調査対象のレコード

を選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(4)  調査結果入力  

調査回入力画面で入力した回ごとに調査結果内容を入力します。 

  

環境区分には、調査対象地区の環境区分におけるおよその距離比を10％に単位の数字で
入力し、10％に満たない小規模な区分は＋の印をつけてください。 

同定文献の入力以降については、次の【集団分布位置図】以外、基本的に「魚類」での
データ入力と同じ要領になりますので、魚類編をご参照ください。 

「現地調査」メニューを表示します。 

【調査結果入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査結果入力」画面が表示され
ます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 



6-64  

6.3.5  両生類・爬虫類・哺乳類 

(1) 調査地区入力 (トラップ法/目撃法・フィールドサイン法共通) 

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数が付加さ

れます。 

  

「ホーム」画面から【現地調査】ボタ
ンをクリックします。 

「トラップ法」と「目撃法・フィー
ルドサイン法」で基本項目が分かれ
ているため、調査手法に応じた【基本
項目】ボタンをクリックします。 
(調査地区/調査時期については共通項
目のため、片方に入力するだけでよ
い。) 

【調査地区入力】ボタンをクリックし
ます。 
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「調査地区入力」画面が表示さ
れます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追
加されます。  

追加された中から調査対象のレ
コードを選択します。 

【地区設定】・【選定根拠・地区の特
徴等】【堤内地・堤外地】タブを選択
し、それぞれデータを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(2) 調査時期入力 (トラップ法/目撃法・フィールドサイン法共通) 

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 
 

 

  

「現地調査」メニューを表示します。

【調査時期入力】ボタンをクリック
します。 

「調査時期設定」画面が表示されま
す。 

各欄に調査時期に関するデータ
を入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(3)  調査回入力  

設定済みの調査地区を選択し、調査回（季節や日時）を設定します。 

1)トラップ法 
 

 
  

「調査回入力」画面が表示されます。 

調査回のレコードを選択し、【登録】

ボタンをクリックします。 

【調査回入力(トラップ法)】ボタンを

クリックします。 

「現地調査」メニューを表示します。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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追加された中から調査対象のレコー

ドを選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力

します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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2)目撃法・フィールドサイン法 

 

 
 

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査回入力」画面が表示されます。 

調査回のレコードを選択し、【登録】

ボタンをクリックします。 

【調査回入力(目撃法・フィールドサ
イン法)】ボタンをクリックします。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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追加された中から調査対象のレコ

ードを選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入

力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(4)  トラップの種類入力 
トラップ法については、トラップの種類を入力します。 

 

 

  

【トラップの種類入力】ボタンをクリ
ックします。 

「現地調査」メニューを表示しま
す。 

「トラップの種類入力」画面が表
示されます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄にトラップの種類に関するデ
ータを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(5) 調査結果入力 

1)トラップ法  

調査回入力画面で入力した回ごとに調査結果内容を入力します。 

  

「現地調査」画面を表示します。 

【調査結果入力（トラップ法）】ボ
タンをクリックします。 

「調査結果入力」画面が表示されま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータ
を入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックしま
す。 
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2)目撃法・フィールドサイン法  

トラップ種類入力画面で入力した捕獲方法ごとに調査結果内容を入力します。 
 

 

 
  

同定文献の入力以降については、基本的に「魚類」でのデータ入力と同じ要領になり

ますので、魚類編をご参照ください。 

【調査結果入力(目撃法・フィールド
サイン法)】ボタンをクリックしま
す。 

「現地調査」画面を表示します。 

「調査結果入力」画面が表示されま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータ
を入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックしま
す。 
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6.3.6  昆虫 

(1)  調査地区入力  

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数が付加さ

れます。 

  

「ホーム」画面から【現地調査】ボタ
ンをクリックします。 

【基本項目】ボタンをクリックしま
す。 

【調査地区入力】ボタンをクリックし
ます。 
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【追加】ボタンをクリックします。 

「地区データ入力」画面が表示さ
れます。 

調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追加
されます。 

追加された中から調査対象のレコ
ードを選択します。 

【地区設定】・【選定根拠・地区の特徴
等】・【堤内地・堤外地】タブを選択し、
それぞれデータを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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堤外地・堤内地の状況の部分には、水際部おけるおよその距離比を 10％単位の数字で入力

し、10％に満たない小規模な区分は＋の印をつける。 
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(2)  調査時期入力 

調査データ選択ウィンドウから調査地区入力画面で入力した地区番号を選択し、季

節・調査年月日・選定根拠を入力します。 
 

 
  

「現地調査」メニューを表示しま
す。 

【調査時期入力】ボタンをクリック
します。 

「調査時期設定」画面が表示されま
す。 

各欄に調査時期に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(3)  調査回入力  

設定済みの調査地区を選択し、調査回（季節や日時）を設定します。 
 

 
  

「現地調査」メニューを表示します。 

「調査回入力」画面が表示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査回のレコードを選択し、【登録】

ボタンをクリックします。 

【調査回入力】ボタンをクリックしま
す。 
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追加された中から調査対象のレコード

を選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】ボ
タンをクリックします。 
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(4)  調査方法入力  

調査方法を入力します。 
 

 

昆虫の調査結果の入力は、同定結果記録票（現地調査様式３）の取りまとめ形式の関係

上、調査方法別調査箇所別に行っていただきます。 

同じ調査方法であっても、調査箇所が異なる場合には、同じ調査回の中で、調査箇所数

分調査方法の設定を行ってください。 

【調査方法入力】ボタンをクリックし
ます。 

「調査方法入力」画面が表示されま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査方法に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【終了】ボタンをクリックしま
す。 

「現地調査」画面を表示します。 
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(5)  調査結果入力  

調査方法入力画面で入力した調査方法別調査箇所別に調査結果内容を入力します。 
 
 

同定文献の入力以降については、基本的に「魚類」でのデータ入力と同じ要領になり
ますので、魚類編をご参照ください。 

「現地調査」画面を表示します。 

【調査結果入力】ボタンをクリック
します。 

「調査結果入力」画面が表示され
ます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に調査結果に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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6.3.7  河川環境基図 

(1)  調査時期入力 

調査を実施した季節・調査年月日・調査項目・選定根拠を入力します。 

  

【現地調査】ボタンをクリックします 

【基本項目】をクリックします。 

【調査時期入力】をクリックします。 

【時期選択】画面が表示されます。 
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各欄に調査時期に関するデータを
入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(2)  植生断面調査地区入力  

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数を付加し

ていきます。 
 

  

「現地調査」画面を表示します。 

【植生断面調査地区入力】ボタンをク
リックします。 

「植生断面調査地区入力」画面が表
示されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追加され
ます。 

追加された中から調査対象のレコード
を選択します。 

各欄に群落組成調査地区に関する
データを入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、
【OK】ボタンをクリックします。 
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(3)  植生断面調査回入力 

設定済みの調査地区を選択し、調査回（調査日時）を設定します。 
 

  

「植生断面調査回入力」画面が表示さ

れます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

調査回のレコードを選択し、【登録】ボ

タンをクリックします。 

「現地調査」メニューを表示します。 

【基本項目】メニューから【植生断面
調査回入力】ボタンをクリックしま
す。 
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追加された中から調査対象のレコード

を選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】ボ

タンをクリックします。 
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(4)  植生断面調査結果入力 

調査回入力画面で入力した回ごとに調査結果内容を入力します。 

 

  

「現地調査」画面を表示します。 

【基本項目】メニューから【植生断面

調査結果入力】ボタンをクリックしま

す。 

「植生断面調査結果入力」画面が表示

されます。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に植生断面調査結果に関する

データを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、

【OK】ボタンをクリックします。 
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(5)  群落組成調査地区入力 

調査地区を設定し、対象地区の環境情報などを入力します。調査回数及び季節は次

の調査回入力画面で入力します。ここで入力した地区番号に対して調査回数が付加さ

れます。 

 
  

「現地調査」画面を表示します。 

【基本項目】メニューから【群落組成

調査地区入力】ボタンをクリックしま

す。 

「群落組成調査地区入力」 画面が表示

されます。 

【追加】ボタンをクリックします。 
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調査地区のレコードを追加します。 

【登録】ボタンをクリックします。 

調査地区選択欄にレコードが追加さ

れます。 

追加された中から調査対象のレコード

を選択します。 

各欄に群落組成調査地区に関するデー

タを入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】

ボタンをクリックします。 
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(6)  群落組成調査回入力 

設定済みの調査地区選択し、調査回（季節及び日時など）を設定します。 
 

 
  

「現地調査」メニューを表示します。 

「群落組成調査回入力」画面が表示さ

れます。 

【追加】ボタンをクリックします。 

【基本項目】メニューから【群落組成
調査回入力】ボタンをクリックしま
す。 

調査回のレコードを選択し、【登録】
ボタンをクリックします。 
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追加された中から調査対象のレコード

を選択します。 

各欄に調査回に関するデータを入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】ボ

タンをクリックします。 
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(7)  群落組成結果入力  

調査回入力画面で入力した回ごとに調査結果内容を入力します。 

 

  

「現地調査」画面を表示します。 

【基本項目】メニューから【群落組
成結果入力】ボタンをクリックしま
す。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に群落組成結果に関するデータを
入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

「群落組成結果入力」画面が表示
されます。 
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(8) 植生図作成調査 

本システムでは、植生図凡例（現地調査様式２）、1km ピッチ植生面積集 計一覧

表（整理様式５）、区間別植生面積変動状況一覧表（整理様式６）を作成するために必

要なデータを入力します。植生図（現地調査様式１）について は、別途 GIS ソフトを

使用して作成してください。 

1)植物群落  

植物群落の画面においては、今回調査で確認された植物群落を、プルダウン 

メニューから選択してください。 

もし、確認した植物群落名が、プルダウンメニューの中に無い場合には、「6.3.3

植物群落の表示及び追加登録」で示した方法で、未掲載植物群落の追加登録を行っ

てください。 

 
 

  

植物群落の属性欄は、「芝地」や「人工構造物」などの非常に大きな区分の補足説明として
入力する項目です。なお、属性欄は必須入力ではありません。 

例） 

芝地：グラウンド、運動公園、ゴルフ場、等 

人工構造物：道路、人工護岸、橋梁、宅地、等 

「植生図調査」メニューを表示しま
す。 

【植物群落】ボタンをクリックしま
す。 

「植物群落データ入力」画面が表示さ
れます。 

各欄に植物群落に関するデータを
入力します。  

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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2)前回植物群落  

前回植物群落の画面においては、前回調査で確認された植物群落を、プルダウンメ

ニューから選択してください。 

もし、確認した植物群落名が、プルダウンメニューの中に無い場合には、「6.3.3

植物群落の表示及び追加登録」で示した方法で、未掲載植物群落の追加登録を行って

ください。 
 

 

  

「植生図調査」メニューを表示しま

す。 

【前回植物群落】ボタンをクリックし

ます。 

「前回植物群落データ入力」画面が表

示されます。 

各欄に前回植物群落に関するデータを

入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】 

ボタンをクリックします。 
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3)植生面積 

今回の調査結果をもとに、確認された植生区分を左右岸別に 1km ピッチの 区間

別に入力します。 
 

 

 
  

【補足説明】  

整列番号は、画面上でのデータの表示順をコントロールしています。 

入力する数字は、任意で問題ありませんが、画面上に並ばせたい順番で、昇順に数字

を入力してください。 

「植生図調査」メニューを表示しま
す。 

【植生面積】ボタンをクリックしま
す。 

「植生面積データ入力」画面が表示
され ます。 

各欄に植生面積に関するデータを入
力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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4)前回植生面積 

前回の調査結果をもとに、確認された植生区分を左右岸別に 1km ピッチの区間別

に入力します。 
 

 

  

「植生図調査」メニューを表示しま
す。 

【前回植生面積】ボタンをクリック
します。 

「前回植生面積データ入力」画面が表
示されます。 

各欄に前回植生面積に関するデータを
入力します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(9)  水域調査  

1)早瀬・淵、干潟調査 
 

 

  

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

各欄に早瀬・淵、干潟調査に関するデ
ータを入力します。 

「早瀬・淵、干潟調査」画面が表示
されます。 

【早瀬・淵、干潟調査】ボタンをク
リックします。 

「現地調査」から「水域調査」メニュ
ーを表示します。 
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2)止水域・湧水調査 

 
 

  

「止水域・湧水調査」画面が表示さ
れます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

各欄に止水域・湧水調査に関するデー
タを入力します。 

「現地調査」から「水域調査」メニ
ューを表示します。 

【止水域・湧水調査】ボタンをクリ
ックします。 
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3)流入支川等調査 

 

  

「水域調査メニュー」画面が表示され
ます。 

各欄に流入支川等調査に関するデータ
を入力します。 

「流入支川等調査」画面が表示されま
す。 

【流入支川等調査】ボタンをクリック
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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6.4   種名チェック 

現地調査のデータ入力が終了したら、入力した種名に誤りがないかなどのチェックを、「種

名チェック」画面において行います。 

種名チェックを実施することにより、本システムに搭載されている種目録と調査結果デー

タの照合が行われ、種名の誤りチェック、種コードの割り振りなどが行われます。 

 
6.4.1 種名チェックの実施 

 
  

「ホーム」画面から【種名チェッ
ク】ボタンをクリックします。 

種名チェックの画面が表示され
ます。 
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エラーとして赤色のついた種への対応としては、以下の２つになります。 

・ 種名を変更する 

・ 「未掲載種」又は「未掲載異名」の登録を行う 

  

エラーとなっている行を選択します。 

対処の欄に、対処方法が表示されます
ので、内容を確認します 

エラーがある場合には、【エラー種
別】列に表示されます。 
エラーや警告の表示パターンについて
は後述します。 
※エラーデータの対処につきまして

も、通常の【種名表示】に加えて、

【地区・回・箇所表示】（上部ラジオ

ボタン）でも、確認を行ってくださ

い。 

【チェック】ボタンを押します。 
※種名チェックは、通常の【種名表
示】 に加えて、【地区・回・箇所表
示】（上 部ラジオボタン）について
も、「全データチェック」にて行って
ください。 

種名チェックが実施されます。 

初回のチェックの際は「全デ

ータチェック」にチェックを

入れてください。 
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本システムでは、「種目録」、「異名目録」、およびユーザが登録した「目録未掲載種」を参照

し、該当する種名がないかチェックします。 

検出されたパターンによって、「エラー」および「警告」となり、以下に示す処理を行うよう

なメッセージが表示されます。なお、エラーや警告が検出された場合は、レコードの「エラー種

別」列に「エラー」もしくは「警告」と表示されます。 
問題のレベル チェック内容 対処 

警告 種では未検出だが種と同等の目録階層である
亜種、品種、変種などで検出した場合 

検出結果で登録するか、ま
たは入力した種和名で登
録をするかを決定します 

入力した種名が異名目録に登録されている場
合 

エラー 種名が種目録、異名目録、未掲載種で検出で
きなかった場合 

未掲載種登録をするか、ま
たは検出した種以上の目
録階層で登録をするかを
決定します。 

種以上の目録階層レベルで検出した場合 

チェック対象の種名を重複して検出した
場合（目録階層レベルに関係なく） 

未掲載主登録をするか、ど
ちらかの種にするかを決
定します。 

 
 

参照先 
（○：検出、×：未検出） 結果 処理 

種目録 異名目録 未掲載
種 ○ － － OK － 

× × ○ OK － 

× × × エラー 未掲載種登録あるいは、種名を修正 

× ○ × 警告 異名のまま登録するか、正式種名に変更す
るかを選択 

○ × ○ エラー いずれかを選択 

○ ○ × エラー 〃 

○ ○ ○ エラー 〃 

○○ 

（同一種 

名） 

－ － エラー 〃 

△ － － エラー 「○○目」「○○科」などの不特定種で良い
かを確認 

 

  

【全データチェック】欄について 

「全データチェック」のボックスにチェックを入れると、入力した全ての種名につい

て、チェックを行います。 

そのため、種名の対処を行ったあとに、再度「全データチェック」のボックスにチェ

ックを入れたまま、種名チェックを実施すると、対処前の状態に戻ってしまいます。 

対処を実施した情報を残しておきたい場合は、必ず「全データチェック」のチェック

を外してから、種名チェックを実施してください。 
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(1) 種名変更を行う場合 

調査結果のデータの種名変更を行う場合にはは、対象レコード押下後に画面上部に表示さ

れる「種名変更」ダイアログの種名を書き換え、変更ボタンを押します。 
 

 
 
  

種名変更ダイアログの種名欄の名
称を変更し、【変更】ボタンを押し
ます。 

確認メッセージが表示されますので、
OK ボタンを押します。 

再度、チェックボタンを押し、種名チ
ェックを実施します。 

変更した種名が、種目録にあった場合
には、エラーが解除されます。 
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(2)  未掲載種登録もしくは未掲載異名登録を行う場合 

調査結果データを、目録に未掲載種、もしくは未掲載異名として追加登録します。 

追加登録処理が終了したら、種名チェック画面に戻りますので、再度、種名チェックを実施

してください 

  

＜未掲載種登録画面＞ 

＜未掲載異名登録画面＞ 

【目録未掲載種登録】 
画面が表示されます。 
目録未掲載種登録の方法について
は、 
「5.3.1 目録内容の表示及び登録」
を参照してください 

追加登録処理が終了したら、種名チ
ェック画面に戻りますので、再度、
種名チェックを実施してください 

【目録未掲載種登録】もしくは【未
掲載異名登録】ボタンを押します 
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( 3 )  異名への書き換えを行う場合 

異名リストに掲載されている種名で、調査結果データ入力を行った場合は、「異名和名のま

ま」登録するか、「種の和名」への置き換えをするかの選択を行います。 
 

 

 

  

エラーとなっている種を選択すると、
対処欄に 

・異名和名のまま 
・種の和名「○○○」に置き換え

る 
の選択肢が表示されます。 
どちらかを選択して、【決定】ボタン
を 
押します。 

対処列にチェックが入ります。 
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（一度行った種名チェックの対処を、元に戻したい場合）  

種名チェックを実施した際に、 

・ 異名和名として登録、もしくは種和名への変更を行った 

・ ○○ sp.などの目録階層が上位のものについて、対象階層を決定した 
 

などの対応を行ったものについては、そのチェックの情報を削除し、元の状態に戻すこ

とが出来ます。 

 

その際には、種名チェック画面の下部にある「全データチェック」にチェックを入れて

から「チェックボタン」を押してください。 
 

種毎のエラー画面 

地区・回毎のエラー画面 

「地区・回表示」と「種名表示」のチェックを切り替えることで、エラー画面の表

示形式を変更することが出来ます。 

  

※種名チェックは、通常の【種名表示】に加えて、【地区・回・箇所表示】につい

ても、「全データチェック」にて行ってください。また、エラーデータの対処に

ついても、双方の表示で確認してください。 
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6.4.2 エラー種名出力 

種名チェック画面右上の「エラー種名出力」ボタンをクリックすると、エラー種名の

一覧を CSV 形式でダウンロードして確認することができます。 
 
 
 
 

6.4.3  履歴表示 

種名チェック画面右上の「履歴表示」ボタンをクリックすると、修正を行った履歴を

確認することが出来ます。 
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6.5  結果とりまとめ 

結果とりまとめ画面においては、以下のデータを入力します。 

 

重要種一覧表 

調査マニュアルに記載されている、整理様式の重要種経年確認状況一覧表を作成するために

必要なデータです。 

種名変更状況一覧表 

調査マニュアルに記載されている、整理様式の種名変更状況一覧表を作成するために必要な

データです。 

流程分布図・・・魚類調査のみ 

調査マニュアルに記載されている、整理様式の流程分布図を作成するために必要なデータ

です。 

集団分布地経年確認状況一覧表・・・鳥類調査のみ 

調査マニュアルに記載されている、整理様式の集団分布地経年確認状況一覧表を作成する

ために必要なデータです。 

重要種及び集団分布地位置図・・・鳥類調査のみ 

調査マニュアルに記載されている、整理様式の重要種及び集団分布地位置図を作成するた

めに必要なデータです。 
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(1) 重要種一覧表 

 
 
 
 
  

「ホーム」画面から【結果とりまと
め】ボタンをクリックします。 

「結果とりまとめ」メニューが表
示されます。 

【重要種一覧表】ボタンをクリックし
ます。 



6-111  

 

【保存】ボタンをクリックし、【終
了】ボタンをクリックします。 

選択した区分が、右側のリストに表示
されます。略名変更も可能です（他の
調査のユーザには影響を与えませ
ん）。 

「指定区分選択」画面が表示されま
す。 

「重要種一覧表」画面が表示されま

【指定区分選択】ボタンをクリックし
ます。 

左側のリストから必要なものを選
択した上で、【区分選択】ボタンをク
リックします。 
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【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

【③重要種名に対する指定区分選
択】欄に、選択した指定区分が表示
されていることを確認します。 

次に【自動取得】ボタンをクリック
します。 

現地調査結果で入力した種名のう
ち、選択した指定区分に該当する種
名が表示されます。 

「重要種名に対する指定区分選択」
の内容を必要に応じて見直した上で
（複数選択可）重要種確認情報入力
欄に、データを入力します。 
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(2) 種名変更状況一覧表 
 

 

  

【結果とりまとめ】メニューを表示し
ます。 

【種名変更状況一覧表】ボタンをクリ
ックします。 

【種名変更状況一覧表】画面が表示さ
れます。 

各欄に種名変更に関するデータを入力
します。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 
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(3)  流程分布図  

現地調査で確認された魚類の流程分布図を作成するために必要な情報を入力します。 
  

壊れているため、修正が必要。画像

データが触れない。 

【保存】をクリックし、【OK】ボタンを

クリックします。 

【流程分布図】ボタンをクリックしま

す。 

【流程分布図】画面が表示されます。 

調査対象のレコードを選択します。 

【結果とりまとめ】メニューを表示しま

す。 

各欄に流程分布図に関するデータを入

力します。 
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なお、流程分布図の出力において、下部に調査地区×種名のマトリックスを表示します。この

とき、支川上の「調査地区」の表示位置は、「調査地区入力」で入力した調査地区の距離を用い

てシステムが設定しています。 

「調査地区入力」では、支川上の調査地区の距離は、「合流点からの距離」で入力している

ため、流程分布図の表示に際しては、「流程分布図」で入力した「距離」欄の始点の値（この画

面では 50km）に、「調査地区入力」で入力された各調査地区の距離を合算して、河口からの距

離に換算しています。 




【分派の場合】 

分派した河川は、システム上では別の河川として扱い、すべて河口からの距離で処理してく

ださい。流程分布図を正しく表示するためには、「河口部の距離が０」というのが原則となり

ます。 
  

●合流する支川がある場合 

支川がある場合、本川の入力において、画面右下の「工作物および流入河川」の欄で、

「区分」を「合流点」として、支川が流入する地点の距離（本川上の距離）を入力してくだ

さい。 

支川の入力では以下の点に留意してください。 

画面右上の「距離」欄、画面中央下の「調査対象河川の縦断」のいずれも、本川からの

追加距離で入力する。すなわち、合流点の距離が 50km、支川の延長が 15km ならば、ここでの

「距離」は「50km～65km」と入力。 
 

流程分布図の入力では、 

「30km～50km」と入力する。 

縦断、構造物関連もすべて 

この追加距離で入力する。 

流程分布図の入力では、 

「0km～60km」となる。 

支川 20 

本川 

0 

30 

支川 0 

支川 60 
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(4) 集団分布地経年確認状況一覧表 

 

 

  

結果とりまとめ」の入力が終わった後、ホーム画面に戻った際に、画面中央にある

「調査結果入力状況」欄に「種名チェックを行ってください」というメッセージが表

示されている場合は、再度、種名チェックを実施して下さい。 

調査対象のレコードを選択します。 

各欄に集団分布地に関するデータを入力し

ます。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】ボタ
ンをクリックします。 

【結果とりまとめ】メニューを表示しま
す。 

【集団分布地経年確認状況一覧表】ボタン
をクリックします。 

【集団分布地経年確認状況一覧表】画面が
表示されます。 
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(5) 重要種及び集団分布地位置図 

 

  

あらかじめ作成しておいた【重要種

及び集団分布地】の位置図のイメー

ジデータファイルを指定し【開く】

ボタンをクリックします。 

【保存】ボタンをクリックし、【OK】
ボタンをクリックします。 

【重要種及び集団分布地位置図】画
面が表示されます。 
【ファイル参照】ボタンを押し、写
真ファイル参照ダイアログを表示し
ます。 

【結果とりまとめ】メニューを表示
します。 

【重要種及び集団分布地位置図】ボ
タンをクリックします。 
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6.6   データ集計 

調査結果データの入力が終了したら、データ集計作業を行います。このデータ集計作業は、

後ほど GIS データ入力や帳票出力用 CSV エクスポートといった機能を使用するための準備

として必要になります。 

※一度、データ集計を行った後、現地調査結果データの追加登録などをした場合には、必ず

データ集計をやり直してください。また、生物種の種名チェックも完了させておいてくださ

い。 
 
 

 

  

ホーム画面の「データ集計」ボタン
をクリックします。 

「データ集計」メニューが表示され
ます。 

集計が完了すると、左のようなメッセ
ージが表示されます 

【実行】ボタンをクリックします。 
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6.7   GIS データ入力 
6.7.1  GIS エディタの概要 

令和 7 年度以降実施の河川水辺の国勢調査［河川版］で作成する GIS データの仕様は「河

川環境情報地図ガイドライン（案）第 3.0 版」にて規定されていますので、ガイドラインの２

章にある GIS データのデータファイル仕様を必ずご参照の上、同手順書に準拠した GIS デー

タを作成ください。本システムでは、外部 GIS ソフトで作成した GIS データの取込みが可能

なほか、本システム独自の機能を使用して GIS データの作成を WEB システム画面上で行うこ

とも可能です。（GIS データの作成、アップロード、ダウンロード等に関する本システムの一

連の機能を、以下「GIS エディタ」と称します）。 

 

GIS エディタの機能は、以下のとおりです。 
 GIS データの作成・編集 ⇒6.7.2 参照 

地理院地図（標準地図・空中写真）等を背景として、各レイヤ（例：魚類  調査地区

レイヤ）の図形データの作成・編集を行います。また、「水国データビューワ」機能を

使用して、各レイヤの属性情報の入力を行います。 
 
 帳票用図面作成 ⇒6.7.2 参照 

GIS エディタの画面表示のキャプチャを取得し、「群落組成調査票」や「植生図」等、

GIS データに関連する各種帳票用の図面を作成します。 
 

 GIS データアップロード ⇒6.7.3 参照 
規定を満たす形式で作成された GIS データ（GeoJSON ファイル）を、システムにア

ップロードできます。外部の GIS ソフトで GIS データを作成・編集された場合に、

本システムへのデータ取込みに使用します。 
 

 GIS データ一括ダウンロード ⇒6.7.4 参照 
現在システムに保存されている GIS データを、GeoJSON 形式で一括出力します。出

力は、ZIP 形式で１ファイルにまとめて行われます。 
 
 

 
  

令和７年度の入出力システムより、GISデータの形式としてGeoJSON形式が採用され、独
自形式（いわゆる基盤地図フォーマット）でのGISデータの作成が不要となりました。
GeoJSON形式で作成するGISデータでは、標準地域メッシュ二次メッシュごとにデータ分
割する必要が無く、１レイヤ１ファイルとして作成する仕様となります。 
 
また、GISデータの不備（位置ズレ、ポリゴンの欠損等）防止の観点から、外部GISソフ

トで作成したGISデータを本システムに取り込んで納品される場合にも、必ず一度GISエ
ディタ画面を開き、背景地図と重ね合わせてGISデータ各レイヤの内容確認をお願いいた
します。 
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GIS エディタの仕様や作成する GIS データに関する令和 7 年度以降の変更点について、以

下に示します。 

 令和６年度までの入出力システム 令和７年度以降の入出力システム 

GIS エディタについて 

システム形態 オフライン（スタンドアロン）の

システム 

クラウド型 WEB システム 

背景地図 ラスタデータで入出力システムに

取込み必要 

地理院地図（標準地図・空中写

真）等がデフォルトで利用可能 

データ保存 GIS エディタ上の保存ボタンをク

リックすることで保存 

GIS エディタ上での編集内容は自

動保存（※常時インターネット接

続があることが条件。また、一定

時間ブラウザ操作をしなかった場

合はタイムアウトするため注意） 

GIS エディタに取込 / GIS エディタから出力する GIS データについて 

データ作成時に

準拠する文献 

「河川環境情報地図ガイドライン

（案）第 2.0 版（平成 18年 8

月）」 

「河川環境情報地図ガイドライン

（案）第 3.0 版（令和 7年 10

月）」 

データ形式 「河川環境情報地図ガイドライン

（案）」に規定された形式 

（いわゆる基盤地図フォーマッ

ト） 

GeoJSON 形式 

データ作成単位 レイヤ毎、かつ標準地域メッシュ

二次メッシュ毎に分割してファイ

ルを作成 

レイヤ毎にのみ分割して作成 

（例：m-g-chiku.geojson） 

設定する属性情

報 

「河川環境情報地図ガイドライン

（案）第 2.0 版（平成 18年 8

月）」に規定された属性情報 

「河川環境情報地図ガイドライン

（案）第 3.0 版（令和 7年 10

月）」の第２章に定めるデータフ

ァイル仕様の通り 

測地系 世界測地系（JGD2011） 世界測地系（WGS84 ないし

JGD2011） ※座標参照系を明示

しない RFC7946 規格に則り

GeoJSON ファイルを場合は WGS84

を用いること 

座標系 二次メッシュの図郭四隅を基準と

する正規化座標系 

地理座標系（緯度経度） 
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6.7.2 GIS データの作成・編集 ※本システム GIS エディタで行う場合 

本節では、本システムの GIS エディタを使用して、システム上で GIS データの作成を行う

場合の手順を示します。 

外部の GIS ソフト等を使用して GIS データを作成する場合の手順は、「GIS データアップ

ロード」および「GIS データ一括ダウンロード」を参照ください。 

 

(1) GIS データ入力画面の表示 

各調査項目の入出力システムにて、「GIS データ入力」ボタンをクリックします。 

「GIS データ入力状況」の画面に、レイヤ毎の GIS データ入力状況が表示されます。「地図

から直接入力」ボタンをクリックすることで、GIS データ入力用の GIS エディタ画面が新し

いタブで起動します。 

  

ホーム画面の【GIS データ入力】ボタ
ンをクリックします 

「GIS データ入力」メニューの【GIS
データ入力】ボタンをクリックしま
す 

「GIS データ入力状況」が表示されま
す 
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【地図から直接入力】ボタンをクリ
ックします 

GIS データ入力用の GIS エディタ画面
が起動します 
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(2) GIS データ入力用の地図画面の概要 

GIS エディタ画面の基本構成を以下に示します。 

 

項目 No. 名称 概要 

① 拡大/縮小ボタン 地図を拡大表示/縮小表示します。 

拡大/縮小は、マウスのスクロール操作等によって

も可能です。 

② 地図レイヤ表示設定 背景地図・GIS データレイヤの表示状況を制御する

ためのレイヤツリーを表示します。 

③ 帳票用図面作成 「群落組成調査票」等、GIS データに関連する各種

帳票用の図面データを取得する「GIS 帳票キャプチ

ャ管理画面」を起動します。 

④ 作図 図形データの作成を行います。②でのレイヤの選択

状況と連動します。 

⑤ 水国データビューワ 属性情報の入力および閲覧を行うための「水国デー

タビューワ」を表示します。②でのレイヤの選択状

況、および④での図形データの作成状況と連動しま

す。 

⑥ 凡例表示 レイヤシンボルの凡例を表示します。 

  

① 

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

GIS データ 
描画用エリア 
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(3) 地図レイヤ表示設定 

GIS エディタ画面にて、「地図レイヤ表示設定」メニューをクリックすることで、使用する

背景地図の切替えや、各 GIS データレイヤの表示/非表示を切替えるレイヤツリーを使用でき

ます。GIS データを作成・編集・削除する際には、必ずレイヤツリーを表示しながら行います。 

 

 

  

「地図レイヤ表示設定」をクリック 

背景地図の切替えメニュー 

およびレイヤツリーが出現 
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レイヤツリーは「＞」のボタンを 

クリックにより展開される 

※背景地図はいずれか 1種類のみ 

選択・表示が可能 

各レイヤのチェックボックスを 

チェックするとデータが表示 

チェックを外すと非表示に 
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(4) GIS データの入力 

GIS エディタを使用して、GIS データを作成・編集・削除する方法について説明します。 

 

①（準備）レイヤツリーおよび作図ツールメニューの表示 

GIS データの入力には、「レイヤツリー」および「作図ツール」の各メニューを立ち上げて

いることが必要です。 

レイヤツリーは、前頁までに記載した方法で立ち上げ、作図ツールは以下の手順で立ち上げ

ます。 

 

 

 
 
  

「作図」ボタンをクリックします。 

図形編集用の「作図ツール」が表示
されます。 
以降、図形データの入力は必ずこち
らの作図ツールを有効化した上で行
います 

レイヤツリーから、GIS データを入
力したい項目を選択してください 
 
ここまでの作業により、GIS データ
を入力する準備が整います 
 
※以降の画面にて、GIS データの入
力がうまくいかない場合には、まず
こちらのレイヤツリーで正しいレイ
ヤを選択しているかどうかをご確認
ください 
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②図形データの追加 

図形データを描画するレイヤをレイヤツリーから選択した上で、作図ツールの鉛筆マーク

のアイコンをクリックすると、図形データの追加（新規描画）が可能です。 

ポイントデータの場合は、地図上の描画する地点を１回クリックすることで描画が完了し

ます。ラインデータの場合は、地図上で頂点を順にクリックし、終点を２回クリックすること

で描画が完了します。ポリゴンデータの場合は、ラインデータ同様に頂点を順にクリックし、

最後に開始地点を最後クリックすることで描画が完了します。 

 

 
  

GIS データを描画したい場所をクリッ
クし、GIS データを描画 

鉛筆マークのアイコンをクリック 
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③属性情報の入力 

作成した図形データを選択し、画面表示に従って、必要な属性情報の入力を必ず行ってくだ

さい。 

※一部のレイヤについては、属性情報の入力を省力化する機能を搭載しています。詳しくは

「⑥データビューワからの登録」を参照ください。 

 

  

「作図ツール」を一旦閉じた上で、
描画した図形データをクリックする
と、属性情報の入力画面が表示されま
す 

属性情報を入力し、「保存」をクリッ
クします 
 
属性情報の入力ルールや入力例につい
ては、「河川環境情報地図ガイドライ
ン（案）第 3.0版」の２章にあるデー
タファイル仕様を参照ください 
※ただし、本システム GIS エディタ上
で属性情報を入力する場合、「レイヤ
コード」は入力不要です 

「入力データ一覧」画面で「属性」
ボタンをクリックすることによって
も、属性情報の入力を開始できます 
また、近接する地点に多くの図形デー
タがあり、判別が難しい場合は、「図
形データを描画⇒属性情報を入力」の
流れを１つずつ行うことを推奨します
（最も新しく追加した図形データのみ
属性情報が空になっているため、判別
がつく） 

「水国データビューワ」の「入力デ
ータ一覧」から、入力した属性情報
を確認できます 
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④図形データの編集 

作成した図形データを編集（頂点移動、頂点追加、図形移動）する場合にも、「作図ツール」

メニューを使用します。 

 

＜（準備）編集する図形の選択＞ 

  

「作図ツール」内の指差しマークの
アイコンをクリックした上で、編集
したい図形をクリックします 

クリックした図形の色が変わり、編集
モードに切り替わります 



6-130  

＜頂点の移動【ポリゴンデータ・ラインデータ・ポイントデータ】＞ 

 
＜頂点の追加【ポリゴンデータ・ラインデータ】＞ 
 

  

移動したい頂点を選択して、ドラッグ
＆ドロップ操作により移動します 

ポイントデータの移動の場
合、１回ポイントをクリッ
クして選択し、２回目のク
リックでドラッグ＆ドロッ
プします。ドロップした先
で一旦ポイントが画面上か
ら消えますが、地図上の任
意の点をもう１度クリック
することにより移動先の地
点に表示されます 

頂点を追加するには、線分上の任意の
地点をクリックし、新しく頂点を追加
する場所までドラッグ＆ドロップしま
す 
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＜図形全体の移動【ポリゴンデータ】＞ 

  

編集モードを有効にした状態
で、ポリゴン内部の任意の点
を選択し、移動先の地点まで
ドラッグ＆ドロップします 
 
※線分上や頂点を選択した場
合、図形全体の移動ではな
く、頂点の移動や追加となり
ますのでご注意ください 

「作図ツール」を閉じること
で、編集内容が確定します 
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⑤図形データの削除 

図形データを削除する場合の手順について、以下に示します。 

 

 

 

  

レイヤツリーでレイヤｚを選択し
た上で、「作図ツール」の指差しマ
ークのアイコンをクリックします 

削除したい図形を選択し、編集モ
ードに切り替えます 

図形が削除されます 

作図ツールにあるゴミ箱マークの
アイコンをクリックします 
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⑥データビューワからの登録 

「水国データビューワ」メニュー内の「データビューワ」から行を選択して作図を行う場

合、属性情報が既に入力されているため、データ入力を省力化することができます。本機能

は、令和 6 年度までのスタンドアロン版入出力システムの GIS エディタにて、「ドラッグ＆ド

ロップによるデータ登録」として実装されていた機能の後継機能となります。 

※本機能を使用する際に、必ず WEB システム上の「データ集計」機能を使用したデータ集

計の実施が必要です。 

  

（レイヤツリーからレイヤを選択した
上で）【水国データビューワ】メニュー
をクリックします。 

「水国データビューワ」画面が表
示されます。本画面は、ブラウザ
画面上の任意の位置に移動できま
す 

「データビューワ」をクリックし
ます  

青く着色されている行は、既に図
形データが作成されている行で
す。白く表示されている行はまだ
図形データが作成されていません
ので、行内の「作図」ボタンをク
リックしてデータ作成に進みます 
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行内の「作図」ボタンをクリ
ックすると、自動で「作図ツ
ール」内の鉛筆マークのアイ
コンが ON になり、描画モード
に切り替わります。地図上の
データを作成したい地点をク
リックし、描画を行います 

再度「水国データビューワ」
メニューの「データビュー
ワ」を起動し、描画したデー
タの行が青色（＝描画済み）
になっていることを確認しま
す 
※テーブルの表示順はデータ
を作成するにつれて変わるこ
とがあります 



6-135  

(5) 帳票用図面作成 

「帳票用図面作成」のメニューでは、「現地調査票２」等、一部の帳票を作成するために必

要な図面データ用のキャプチャ画像を取得することが出来ます。 

取得したキャプチャ画像に、必要な凡例やテキストを各自で挿入し、帳票用図面としてシス

テムに保存します。保存した図面データは、後ほど「帳票出力 CSV エクスポート」機能を使

用して帳票作成用（「帳票サブツール」取込用）データをダウンロードする際に一緒にダウン

ロードされ、「帳票サブツール」を使用して帳票を出力する際に帳票のエクセルファイルに貼

り付けられて出力されます。 

※令和 6 年度までのスタンドアロン版入出力システムと異なり、GIS エディタ上で帳票出

力まで一貫して行うことはできません。 

（令和 7 年度からの新システムでは、図面に挿入する凡例は、画像ファイルとして作成し

たものを取込む必要があります。） 

 

本機能にて帳票用図面の作成が可能な帳票は、以下の通りです。 

・現地調査票 2（魚類、底生動物、植物、昆虫） 

・重要種確認状況調査票 2（植物） 

・特定外来生物確認状況調査票 2（植物） 

・視野範囲の位置図(スポットセンサス法)（鳥類） 

・集団分布地の位置図(個票)（鳥類） 

・目撃法･フィールドサイン法等調査票 2（両爬哺） 

・トラップ法調査票 2（両爬哺） 

・植生図（環境基図） 

・群落組成調査票 3（環境基図） 

・植生断面調査票 2（環境基図） 

・河川環境基図（環境基図） 

 

帳票用図面作成機能の操作方法について、次頁以降に示します。 
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「帳票用図面作成」をクリッ

クします。 

プルダウンから「調査地区」

を選択し、リストから図面デ

ータを作成する行を選択した

上で「この位置でキャプチャ

取得」をクリックします。 

※WEB システム上で「データ

集計」を実施していない場

合、リストが表示されず、本

機能を使用できません。本機

能を使用前に、必ず「データ

集計」を実施してください。 

【地図から直接入力】をクリ

ックします。 
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＜地図上に注記追加＞ 

「注記作成」をクリックしま

す 

地図上に表示する文字を入力

し「追加」をクリックします 

文字を配置する地図の位置を

クリックします 

＜地図上に画像貼付＞ 
「図貼付」をクリックします 

「ファイル選択」をクリック

し、挿入する図表ファイル

（jpg,png）を指定し「追

加」をクリック 

地図上をクリックして「適

用」をクリック 

地図上に画像が挿入されます 



6-138  

6.7.3 GIS データアップロード 

外部の GIS ソフト等で作成した GIS データについて、所定の仕様（※）を満たす場合、本

システムに取込みが可能です。特に、植生図等の複雑な GIS データについては、（令和 6 年度

までのスタンドアロン版入出力システムと同様、）原則外部 GIS ソフト等で作成して取込む

ものとします。 

※「河川環境情報地図ガイドライン（案）第 3.0 版（令和 7 年 10 月）」の２章「河川環境

情報地図データ作成作業 データファイル仕様」を参照ください。 

 

 
  

 

【GIS データアップロード】

をクリックします。 

「ファイル参照」をクリック

して、GeoJSON ファイルを選

択します。 

「アップロード」をクリック

します。 

アップロードが成功すると、

メッセージが表示されます。 

アップロード終了後は、必ず

「地図から直接入力」をクリ

ックし、GIS エディタ画面に

て「データが正常にアップロ

ードされていること」「背景

地図と重なっている（ズレが

無い）こと」を確認ください 
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6.7.4 GIS データ一括ダウンロード 

「GIS データ一括ダウンロード」機能を使用すると、現在システムに保存されている当該

調査の GIS データの GeoJSON ファイルを、Zip 形式でまとめてダウンロードできます。本

機能は、以下のような場合に使用を想定します。 

 

 システム上の GIS エディタで作成した GIS データをユーザの PC にダウンロードし、

PC 上の外部 GIS ソフトで追加の編集を行う場合 

（本機能を使用してGISデータをダウンロードし、編集後「GISデータアップロード」

機能を使用して再度システムに取込みます） 

 システムでのデータ提出とは別に納品が必要な場合 

（GIS データについては、本機能を使用して出力します） 

 

 
  

【GIS データダウンロード】

をクリックします。 

GeoJSON 形式の GIS データ

が、zip ファイルに圧縮され

て一括ダウンロードされます 
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6.8  様式出力 

入出力システムに入力したデータをもとに、調査マニュアルに記載されている様式を出力

することが出来ます。 

 
6.8.1  出力対象様式 

本システムから出力が可能な様式を以下に示します。「★」マーク付きの帳票は、入出力シ

ステム GIS エディタにて事前に帳票用図面の作成が可能です。 

※考察様式については、（令和 6 年度までのスタンドアロン版入出力システム同様）入出力

システムによる帳票作成の対象外となりますので、各自で作成をお願いいたします。作成した

帳票（を PDF 化したもの）の WEB システムへのアップロードは可能です。また、令和 7 年

度の入出力システムより、業務報告書の PDF データも入出力システムにアップロードとする

仕様となります。納品前のチェック機能においても報告書のアップロード有無の確認があり

ますので、PDF した報告書データのアップロードのご対応をお願いいたします。 
調査 

項目 

様式分類 出力対象様式 

魚類 事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票、回遊性魚類の遡

上・降河状況一覧表、へい死事例一覧表、漁業実態調査票、放

流場所・産卵場所・禁漁区間等一覧表 

現地調達様式 現地調査票 1、現地調査票 2★、同定文献一覧表、写真一覧表、

写真票、標本管理一覧表、移動中等における確認状況一覧表、

その他の生物確認状況一覧表、調査実施状況一覧表、調査地区

位置図、現地調査結果の概要 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、確認状況一覧表、調査地区別詳細

確認状況一覧表、経年確認状況一覧表、縦断確認状況一覧表、

種名変更状況一覧表、流程分布図、確認種目録 

考察様式  

底生動

物 

事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票 

現地調達様式 現地調査票１（１）、現地調査票１（２）★、現地調査票 2★、

同定文献一覧表、同定結果記録票、写真一覧表、写真票、標本

管理一覧表、重要種標本管理一覧表、移動中等における確認状

況一覧表、その他の生物確認状況一覧表、調査実施状況一覧

表、調査地区位置図、現地調査結果の概要 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、調査地区別詳細確認状況一覧表、

経年確認状況一覧表、種名変更状況一覧表、確認種目録、現地

調査地区一覧表、季節別調査地区別詳細確認状況一覧表 

考察様式  

植物 事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票 

現地調査様式 現地調査票 1、現地調査票 2★、同定文献一覧表、写真一覧表、

写真票、標本管理一覧表、移動中等における確認状況一覧表、

その他の生物確認状況一覧表、調査実施状況一覧表、調査地区

位置図、現地調査結果の概要、重要種確認状況調査票 1、重要種

確認状況調査票 2★、特定外来生物確認状況調査票 1、特定外来

生物確認状況調査票 2★ 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、確認状況一覧表、経年確認状況一

覧表、種名変更状況一覧表、確認種目録 

考察様式  

鳥類 事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票、狩猟及び保護等に
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調査 

項目 

様式分類 出力対象様式 

関する一覧表 

現地調査様式 現地記録票(スポットセンサス法)、視野範囲の位置図(スポット

センサス法)★、現地記録票(集団分布地)、集団分布地の位置図

(個票)★、同定文献一覧表、写真一覧表、写真票、移動中等に

おける確認状況一覧表、その他の生物確認状況一覧表、調査箇

所位置図、現地調査結果の概要、スポットセンサス法の調査箇

所一覧表、集団分布地調査の調査箇所一覧表、調査時期及び調

査機器 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、経年確認状況一覧表、縦断確認状

況一覧表、種名変更状況一覧表、確認種目録、集団分布地経年

確認状況一覧表、重要種及び集団分布地位置図、流程分布(本川

の個体数 全期間)、流程分布(本川の個体数 時期別 ○回目 

○○期)、流程分布(支川の個体数 全期間)、流程分布(支川の個

体数 時期別 ○回目 ○○期) 

考察様式  

両爬哺 事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票 

現地調査様式 目撃法･フィールドサイン法等調査票 1、目撃法･フィールドサイ

ン法等調査票 2★、トラップ法調査票 1、トラップ法調査票

2★、同定文献一覧表、写真一覧表、写真票、標本管理一覧表、

移動中等における確認状況一覧表、その他の生物確認状況一覧

表、調査実施状況一覧表、調査地区位置図、現地調査結果の概

要 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、確認状況一覧表、経年確認状況一

覧表、種名変更状況一覧表、確認種目録 

考察様式  

昆虫 事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票 

現地調査様式 現地調査票 1、現地調査票 2★、同定文献一覧表、同定結果記録

票、写真一覧表、写真票、標本管理一覧表、移動中等における

確認状況一覧表、その他の生物確認状況一覧表、調査実施状況

一覧表、調査地区位置図、現地調査結果の概要 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、確認状況一覧表、経年確認状況一

覧表、種名変更状況一覧表、確認種目録 

考察様式  

環境基

図 

事前調査様式 既往文献一覧表、助言・聞き取り等調査票 

現地調査様式 同定文献一覧表、写真一覧表、写真票、標本管理一覧表、移動

中等における確認状況一覧表、その他の生物確認状況一覧表、

調査実施状況一覧表、調査地区位置図、現地調査結果の概要、

植生図★、植生図凡例、群落組成調査票 1、群落組成調査票 2、

群落組成調査票 3★、植生断面調査票 1、植生断面調査票 2★、

早瀬・淵、干潟調査票、止水域・湧水調査票、流入支川等調査

票、護岸等調査票、河川横断工作物調査票 

整理様式 重要種経年確認状況一覧表、確認状況一覧表、確認種目録、河

川環境基図★、1kmピッチ植生面積集計一覧表、区間別植生面積

変動状況一覧表 

考察様式  
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6.8.2 帳票作成の流れ 

令和 7 年度より入出力システムが WEB システムに移行しますが、サーバへの負荷抑制の

ため、帳票（様式）出力については、引き続きスタンドアロン（各自の PC 上で動作する）の

ツールを使用します。このツールを以下「帳票サブツール」と呼びます。帳票サブツールは、

帳票を作成するための集計・出力処理に特化したツールとなります。 

WEB システムと帳票サブツールを使用した帳票作成の流れについて、以下に示します。 

 

上記のフローのうち、「『帳票サブツール』ダウンロード」から「データ集計処理・帳票作成

処理」までは、6.8.3 を参照ください。 

「出力した帳票の PDF 化」は、システム外の作業となります。各自の PC にインストール

されているソフトを使用して、Excel ファイル形式の帳票を、PDF データに変換してくださ

い。 

「システムへのアップロード」については、6.8.4 を参照ください。 
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6.8.3  帳票ファイル作成 

帳票出力を行うための帳票サブツールは、入出力システムの本体（WEB システム）からダ

ウンロードします。あわせて、「帳票出力 CSV エクスポート」機能を使用して、帳票出力を

行うための”元データ”をダウンロードします。 

上記の対応後、各自の PC 上で帳票サブツールを起動し、”元データ”を取込みます。その後、

帳票サブツール上で「集計」を行った上で、各帳票を出力します。 

※帳票サブツールは更新が行われる可能性があるため、原則として、帳票出力作業

を行うたびにダウンロードをお願いします。 

 
【「帳票サブツール」ダウンロード】および【帳票サブツールの起動】 

 
  

初期画面の【帳票管理】ボタンをク
リックします 

【帳票サブツールダウンロード】クリ
ックします。ダウンロードされた
「MizuPrintSubTool.zip」を解凍しま
す 

【水国帳票出力ツール.exe】クリック
します。 
※ダム湖版の帳票サブツールとは異な
ります。ダム湖版の帳票サブツール
や、令和6年度までの入出力システム
と同時に実行しないようご注意くださ
い（正常に動作しなくなる可能性があ
ります） 
※解凍時に文字化けが起こる場合は、
使用する圧縮解凍ソフトの見直しを推
奨します 

帳票サブツールが起動します 
続いて、サブツールに取込むデータを
ダウンロードします 
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【帳票出力用データ（CSV 等）ダウンロード】 

 
 

【帳票サブツールの起動、データ取込】 

 

【帳票出力エクスポート】ボタンを
クリックします。 

ダウンロードフォルダのzipファイル
を解凍します 

【河川水辺の国勢調査帳票出力ツー
ル】の画面が表示されましたら、【エ
クスポートデータ取込】をクリック
します 
 

「参照」から、取込む調査データのフ
ォルダ（zip ファイルを解凍したも
の）を選択の上、「取込」をクリック
します 

データファイルの取り込み処理が開始
します 
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【データ集計処理・帳票作成処理】 

 

「帳票出力」ボタンをクリックしま
す。 

「集計」をクリックします。 

「帳票出力」をクリックします。 

確認画面が表示されたら、「実行」を
クリックして下さい。 
 
※集計処理が失敗する場合、帳票サブ
ツールのファイル解凍に使用した圧縮
解凍ソフトを変更することで改善する
場合もございます。 
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「出力帳票選択」画面が表示されま
す。出力する様式の種類を、ラジオボ
タンにて選択します 

出力したい様式をクリックして選択し
ます。複数選択も可能です 

出力が正常に終了すると確認メッセー
ジが表示されます 

【帳票ファイル作成】ボタンをクリ
ック 
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【帳票プレビュー】ボタンを押すと、Excel
ソフトの印刷プレビュー画面が起動しま
す 

【帳票印刷】ボタンを押すと、PC
に設定してあるプリンタを使って、
選択した帳票を出力します 

Excel ソフトが起動して、出力された
帳票を確認することが出来ます。内容
を確認の上、各自で PDF ファイル化を
行います。 
 
※帳票のレイアウトは、サブツールを
実行する PC 環境等にも依存し、必ず
しも最適なレイアウトとはなりませ
ん。必要に応じて、レイアウトの修正
等をお願いいたします 

※作成された帳票の Excel ファイル
は、帳票サブツールのフォルダ内の
「data/{R2025_xxx}/output」フォル
ダに保存されていきます 
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【（補足）写真票の出力について】 

WEB システムで入力したデータのうち、「写真の整理」画面でアップロードした写真デー

タについては、「帳票出力 CSV エクスポート」機能でダウンロードされません（サーバのネ

ットワーク負荷抑制のため）。 

したがって、帳票サブツールにデータ取込を行っただけの状態では、写真票を出力してもテ

キストデータのみ出力され、写真の欄は全て空で出力されます。 

写真付きで写真票を出力するには、帳票サブツールにデータ取込を行った後、サブツールの

フォルダ内の「data」フォルダ内に作成された当該調査のデータフォルダを探し、さらのその

中の「Pic/Photo」フォルダ内に、WEB システムの「写真の整理」画面にアップロードした写

真データをコピーしてください。 

 

 
※コピーする写真のファイル名および拡張子は、WEB システムの「写真の整理」画面にア

ップロードした際のものと完全一致している必要があります。また、ファイル名が重複しな

いようにご注意ください（他の調査業務＝他の入出力システムアカウントで登録したものと

は重複しても構いません）。 

 
  

「data/（調査管理番号）/Pic/Photo」のフ
ォルダを探し、「写真の整理」画面にア
ップロードした写真データを全てコピ
ー 
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【（補足）出力された様式上で文字が隠れている、１枚のシートにあるべき表が複数ページに

分かれている、などの現象への対応について】 

(1) （出力例１） 

(2) （出力例 2） 

 
 
 

 

現地調査結果の概要、助言・聞き取
り調査票などで入力された文字数が
多い場合、様式の出力を行うと、途
中で文字が隠れてしまいます。 
この点については、ユーザ様のほう
で出力されたエクセルシート上での
修正をお願いいたします 

文字が隠れている 

複数ページに分かれている 

時期選定根拠や前回調査との対応などに長文を入力すると、調査実施状況一覧表の出力

で、「調査地区」の部分が複数ページに出力される一方、調査時期は最初のページのみ

に出力されるケースもあります。その際は、出力されたエクセルシートを直接修正して

ください 
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6.8.4  帳票ファイルのアップロード 

帳票サブツールで作成した帳票ファイルについて、内容確認や体裁の修正後、PDF ファイ

ルに変換（※システム外作業）した上で、WEB システムにアップロードします。 

※帳票サブツールにて作成が出来ない「考察様式」および「業務報告書」の各 PDF データ

については、完全にシステム外で作成の上で、PDF ファイル化して WEB システムにアップ

ロードしてください。 

※各様式および業務報告書について、それぞれ PDF ファイル 1 ファイルのみアップロード

可能です。（特に業務報告書等、）PDF が複数ファイルとなっている場合は、システム外で１

ファイルに結合した上でシステムへのアップロードをお願いいたします。 

 

 
 

 
 
  

アップロードする PDF ファイルを選択
して「アップロード」をクリックし
ます 

アップロードする様式名を選択した上
で【帳票 PDF アップロード】ボタン
をクリックします 
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6.8.5  帳票ファイルのダウンロード 

アップロードした帳票および業務報告書の PDF ファイルは、各ユーザの PC にダウンロー

ドすることができます。入出力システムの複数のユーザ間でのデータ共有等にご活用頂けま

すが、サーバのネットワーク負荷抑制のため、納品前の確認時等、重要性の高い時にのみ本機

能を使用されますよう、ご協力をお願いいたします。 

※後ほど「納品処理」実行後は、発注者が発注者用の「河川管理者公開システム」から本画

面と同様の画面にアクセスし、同様に帳票ファイルをダウンロードして閲覧可能となります。 

 
＜各ファイルを個別にダウンロードする場合＞ 

 
 

＜アップロード済み全ファイルをまとめてダウンロードする場合＞ 

 
  

ダウンロードするファイルを選択した
上で【帳票 PDF ダウンロード】ボタ
ンをクリックします 

ダウンロードが完了します 

【帳票 PDF 一括ダウンロード】ボタ
ンをクリックします 

ダウンロードが完了します 
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6.9  登録用入力シート 

「調査結果入力」等の一部画面については、効率的な入力を支援するため、令和 7 年度の

新システムより、専用の Excel ファイル「登録用入力シート」を設けています。 

登録用入力シートを入出力システムからダウンロードし、各ユーザの PC 上で編集したの

ち、システムにアップロードすることで、ブラウザ上で１行ずつデータ入力を行う必要がな

くなり、一部画面の入力が効率化します。 

登録用入力シートを使用したデータ入力の方法について、以下に示します。 
 
6.9.1 登録用入力シートのダウンロード 

 
  

【登録用入力シートダウンロ

ード】ボタンをクリックしま

す。 

「ダウンロード」から「ファ

イルを開く」をクリックしま

す。 

シートにデータ入力すること

ができます。 
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【新規用入力シート】（デー

タなしのエクセルシート）を

クリックします。 

データが入っていないシート

をダウンロードすることがで

きます。 

データが入っていない状態のシートをダウンロードしたい場合 

※登録用入力シートのイメージを確認する等の目的で、データが

入っていない状態のシートのダウンロードボタンも設けておりま

す。ただし、原則、前述の（入力済みのデータが入った状態の）

「登録用入力シートダウンロード」を使用ください。初回の使用

であっても、「登録用入力シート」ボタンからダウンロードされ

るものを使用頂いて問題ありません。 
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6.9.2 登録用入力シートへの入力 

ダウンロードした登録用入力シートに、データを入力します。 

例として、魚類入出力システムの登録用入力シートでは、魚類入出力システムのうち以下の

各画面のデータを入力することができます。 

 

【登録用入力シートで入力可能な画面（例：魚類）】 

・調査対象河川 

・河川環境縦断区分設定 

・調査方法 

・調査者 

・アドバイザー 

・調査地区入力 

・調査時期入力 

・調査回入力 

・調査対象環境区分 

・調査方法入力 

・調査結果入力 

一部のシートには、他のシートで入力済みのデータ等と照らし合わせ、整合が取れているか

を簡易的にチェックするための数式が組み込まれています。確認用の列に「エラー」などと表

示された場合には、入力データに修正点が無いか確認してください（最終的なチェックは、登

録用入力シートをシステムにアップロードした際に行われます）。 

 
また、登録用入力シート内の一部のシートについては、入出力システム画面での入力方法と

異なるものがあります（例：「調査対象環境区分」は入出力システムでは１画面だが、登録用

入力シートでは２種類のシートに分けて入力）。 

 

※利便性向上等を目的に、登録用入力シートの様式はアップデートされることがあります。

そのため、一度ダウンロードした様式へデータ入力を長期間継続するよりも、こまめにシス

テムから登録用入力シートのダウンロード・アップロードを繰り返し頂くことを推奨します。

また、様式が変更された際には、お手数ですが最新の様式にコピー＆ペーストの上、アップロ

ードを試行ください。 
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6.9.3 登録用入力シートのアップロード 

入力済みの登録用入力シートを、システムにアップロードします。このタイミングで、Excel

ファイル内でのデータチェックよりも詳細なデータチェックが実行されます。 

  

【登録用入力シート アップ

ロード】をクリックします 

「ファイル選択」をクリック

します 

入力済みの登録用入力シート

のファイルを選択して「開

く」をクリックします 

「登録用入力シートをアップ

ロードします」というメッセ

ージが表示されたら「OK」を

クリックします。 

エラーなくアップロード完了

した場合、「保存しました。」

のメッセージが表示されます 
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6.9.4 登録用入力シートの注意点等 

登録用入力シートをアップロードする際の処理は「上書き登録」となります。登録用入力シ

ートをシステムにアップロードし、取込み成功した際には、既にシステムの当該画面（「調査

結果入力」画面等）に入力済みのデータは全て削除された上で、取り込んだ登録用入力シート

の入力データに置き換わります。 

したがって、例えば春夏調査のデータが入力されているアカウントに、追加で秋調査のデー

タを登録用入力シートにより一括登録した場合、春夏調査の「調査結果入力」画面のデータは

全て削除されます。 

また、登録用入力シートを使用することで何画面、最大何千行ものデータを一括で登録でき

ますが、入力行が増えるごとにアップロード時のエラーの件数も増え、修正対応が煩雑にな

る可能性もあります。 

上記のようなトラブルを防ぐために、登録用入力シートを使用してデータを登録する際に

は、（各自の PC へのデータバックアップも兼ねて）極力「登録用入力シートダウンロード」

ボタンより既に登録済みのデータを含む登録用入力シートをダウンロードし（※）、必要な分

を追記した上でシステムにアップロードすること、また、登録用入力シートのダウンロード・

追記・アップロードをこまめに繰り返すことを推奨します。 

※初回の使用であっても、「新規用入力シート」ボタンではなく「登録用入力シート ダウン

ロード」ボタンを使用頂いて問題ございません。 
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7. 納品前チェック及び納品処理 

入出力システムを利用して作成したデータについて、「納品前チェック」機能を利用してチ

ェックした上で、「納品処理」機能を利用して発注者に提出します。チェックの内容には、数

量チェックと品質チェックの大きく 2 種類があります。 

※令和 7 年度の新システムより、調査結果データの提出についてはシステム上で可能とな

ります。ただし、各調査業務の納品（紙・電子）については、各業務にて受発注者間で協議の

上で方法決定・ご対応をお願いいたします。 

 

受注者側で納品前チェックとして提出前に必要となるチェックは、以下に示すとおりです。

各チェックの内容についての詳細は、次頁以降に示します。 

 
 分類 チェック内容 確認方法・対応内容 

１ 数量チェック 調査数量チェック 画面表示される数量を確認
し、チェックボックス押下 

２ 数量チェック 現地確認種数チェック 画面表示される数量を確認
し、チェックボックス押下 

３ 数量チェック 報告書PDFのアップロード 報告書PDFデータのアップロ
ード有無を確認し、チェッ
クボックス押下 

４ 品質チェック 種コードチェック 画面表示される内容を確認
し、不合格の場合はデータ
の修正を行う 

５ 品質チェック 調査データ整合性チェック 画面表示される内容を確認
し、不合格の場合はデータ
の修正を行う 

６ 品質チェック 機種依存文字チェック 画面表示される内容を確認
し、不合格の場合はデータ
の修正を行う 

７ 品質チェック GIS 整合性検査チェック 画面表示される内容を確認
し、不合格の場合はデータ
の修正を行う 
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7.1  数量チェックの実施 

数量チェックでは、以下の３項目を事前に入出力システム画面で確認した上で、問題が無け

ればそれぞれのチェックボタンをチェックします。 
 

 

 
  

 チェック結果の名称 チェック内容 

１ 調査数量チェック 画面表示される数量（調査地区数・調査回数等）
を確認します。問題がなければ、チェックボック
スをクリックします。 

２ 現地確認種数チェック 画面表示される種数を確認します。問題がなけれ
ば、チェックボックスをクリックします。 

３ 報告書PDFのチェック 報告書のPDFデータのアップロード有無が画面に
表示されます。アップロード済みになっていれば
（※）、チェックボタンをクリックします 
※発注者との協議により報告書のPDFデータを入
出力システムにアップロードしなくて良い場合に
は、上記の限りではありません。 
 

TOP 画面の右下にある、【納品前チ

ェック】ボタンをクリックします 

画面に表示された数量を確認しま

す 

問題がなければ、チェックボック

スをチェックします 
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7.2  品質チェックの実施 

品質チェックでは、以下の項目のチェックが実行されます。チェック結果が画面上で表示さ

れますので、合格であることを確認し、不合格があった場合にはデータの確認および修正を

お願いいたします。 
 

 
  

番号 チェック名称 チェック内容 

１ 種コードチ
ェック 

入力された種全てに種コードが振られているかどうかチェック
しています。不合格となった場合、種名チェックおよび前回調
査データの種名チェックが実施されているか、また、種名チェ
ックでエラーになったデータについて対処がなされているかど
うか確認してください。 

２ 調査データ
整合性チェ
ック 

地区、回、箇所、結果の整合性についてチェックを実施しま
す。通常、本システム上でデータを入力した場合には、エラー
が発生することはありませんが、入力用エクセルシートを利用
した登録を行った場合などに問題が発生している可能性もあり
ます。チェックの結果が合格であることを確認してください。
なお、不合格の場合は画面表示の内容を確認の上、修正をお願
いいいたします。 

３ 機種依存文
字チェック 

入力されているデータの中に、「機種依存文字」が含まれてい
ないかチェックしています。 
機種依存文字チェックの結果の中に、機種依存文字チェックに
かかる文字が無いことを確認します。不合格の場合は画面表示
の内容を確認の上、修正をお願いいいたします。 
※令和7年度より、入出力システムのWEBシステム化に伴い、機
種依存文字の制限が大幅に緩和されています。新システムで
は、「,（カンマ）」「’（シングルクオーテーション）」およ
び「”（ダブルクオーテーション）」のみチェックで不合格と
表示されます。 

４ GIS整合性検
査チェック 

GISデータの整合性についてチェックしています。不合格の場合
は画面表示の内容を確認の上、修正をお願いいいたします。 
※令和7年度の新システムより、本システムで扱うGISデータの
形式がGeoJSONに変更されます。そのため、ファイルフォーマッ
トのチェックはなくなり、「調査地区『子子秋2』に対するGIS
データがあるかどうか」「各レイヤのデータに属性情報が入っ
ているか」といったチェックとなります。 

【照査技術者】欄に受注者側の照査

担当者の氏名を入力の上で、【チェ

ック開始】ボタンをクリックしま

す。 

チェックが開始され、完了したら上

から順に【合格】と表示されます。 
不合格がある場合は、【参照】ボタ

ンが表示されますので、内容確認の

上、必要な修正を実施ください。 
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7.3  納品処理 

チェックの結果がすべて問題なければ、以下のように「納品実行」ボタンをクリックし、デ

ータを提出します。納品実行後は、システム画面上で修正は出来なくなりますのでご注意下

さい。 

納品処理の実行後、発注者に依頼し、発注者向けの「河川管理者公開システム」上でデータ

の確認と承認を依頼してください。発注者側では、データを確認した上で承認ないし差し戻

しを行います。差し戻しがあった場合には、再度受注者側で本システムを使用してデータの

修正をお願いいたします。 

TOP 画面の右下にある、【納品処

理】ボタンをクリックします。 

【納品実行】ボタンをクリックしま

す。 

【管理技術者】欄に管理技術者氏名

を入力します（「納品日」は自動で

入力されます）。 


